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(57)【要約】
　引き込み電圧の補償を適正なものとする液晶表示装置
を実現する。ある階調を表示するときに、画素電圧の実
効値がＮフレーム周期で変化し、第ｉフレーム（１≦ｉ
≦Ｎ）で実効値が異なる第１の画素と第２の画素とを含
み、第ｉフレームの第１の画素が正極性、第ｉ{Ｎ／２
後}フレームの第２の画素が負極性であり、第ｊフレー
ム（１≦ｊ≦Ｎ、ｉ≠ｊ）の第１の画素の極性と、第ｊ
{Ｎ／２後}フレームの第２の画素の極性とが異なってお
り、第１の階調の表示時に、第ｉフレームの第１の画素
のソース電圧（ＶＤ）をＶＡ、第ｉ{Ｎ／２後}フレーム
の第２の画素のソース電圧（ＶＤ）をＶＢ、第ｊフレー
ムの第１の画素が正極性の場合の第２の階調の表示時に
、第ｊフレームの第１の画素のソース電圧（ＶＤ）がＶ
Ａとなるときの第ｊ{Ｎ／２後}フレームの第２の画素の
ソース電圧（ＶＤ）をＶＣとするとき、ＶＢとＶＣとが
異なる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素電圧の実効値が変化し、
　　上記画素電圧の実効値変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　各上記Ｎフレームにおける第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）において上
記画素電圧の実効値が互いに異なる第１の画素と第２の画素とを含み、
　　上記第ｉフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧が正極性であり、
　　上記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームである第
ｉ{Ｎ／２後}フレームにおける第２の画素の上記画素電圧が負極性であり、
　　上記Ｎフレームにおける第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）に
おける上記第１の画素の上記画素電圧の極性と、上記一定期間において各上記第ｊフレー
ムからＮ／２フレーム後のフレームである第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画
素の上記画素電圧の極性とが互いに異なっており、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧の極性が正の場合に、上記
ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示するときに、上
記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧がＶＡとなるときの上記第ｊ{Ｎ／
２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　　または、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧の極性が正の場
合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示する
ときに、上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧がＶＡとなる
ときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　上記一定期間における直前フレームからの上記画素電圧の実効値の増加量が各上記Ｎフ
レームにおいて最大となる所定フレームにおいて上記画素電圧の極性が正となる画素を上
記第１の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを上記
一定期間における上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームからαフレーム前（αは１≦α≦Ｎ／２－
１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＞ＶＣであることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　上記一定期間における直前フレームからの上記画素電圧の実効値の減少量が各上記Ｎフ
レームにおいて最大となる所定フレームにおいて上記画素電圧の極性が正となる画素を上
記第１の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを上記
一定期間における上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームからαフレーム前（αは１≦α≦Ｎ／２－
１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＜ＶＣであることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素の輝度が変化し、
　　上記画素の輝度変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
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　　各上記Ｎフレームにおける第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）において上
記輝度が互いに異なる第１の画素と第２の画素とを上記画素として含み、
　　上記第ｉフレームにおける上記第１の画素の画素電圧が正極性であり、
　　上記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームである第
ｉ{Ｎ／２後}フレームにおける第２の画素の上記画素電圧が負極性であり、
　　上記Ｎフレームにおける第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）に
おける上記第１の画素の上記画素電圧の極性と、上記一定期間において各上記第ｊフレー
ムからＮ／２フレーム後のフレームである第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画
素の上記画素電圧の極性とが互いに異なっており、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧の極性が正の場合に、上記
ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示するときに、上
記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧がＶＡとなるときの上記第ｊ{Ｎ／
２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　　または、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧の極性が正の場
合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示する
ときに、上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧がＶＡとなる
ときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　直前フレームの輝度変化が輝度の減少する変化であって、自フレームにおいて輝度変化
が上昇に変化する所定フレームにおいて、上記画素電圧の極性が正となる画素を上記第１
の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを上記一定期
間における上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームからαフレーム前（αは１≦α≦Ｎ／２－１の所
定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＞ＶＣであることを特徴とする請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　直前フレームの輝度変化が輝度の増加する変化であって、自フレームにおいて輝度変化
が減少に変化する所定フレームにおいて、上記画素電圧の極性が正となる画素を上記第１
の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを上記一定期
間における上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームからαフレーム前（αは１≦α≦Ｎ／２－１の所
定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＜ＶＣであることを特徴とする請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素電圧の実効値が変化し、
　　上記画素電圧の実効値変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　第１の画素と第２の画素とを含み、
　　第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）における上記第１の画素の上記画素電
圧が正極性であり、上記第ｉフレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧が負極性で
あり、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
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　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、上記
第ｉフレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢとし、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第１の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　　または、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第２の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項８】
　上記一定期間における直前フレームからの上記画素電圧の実効値の増加量が各上記Ｎフ
レームにおいて最大となる所定フレームにおいて上記画素電圧の極性が正となる画素を上
記第１の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを、上
記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームからαフレーム
前（αは１≦α≦Ｎ／２－１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＞ＶＣであることを特徴とする請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　上記一定期間における直前フレームからの上記画素電圧の実効値の減少量が各上記Ｎフ
レームにおいて最大となる所定フレームにおいて上記画素電圧の極性が正となる画素を上
記第１の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを、上
記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームからαフレーム
前（αは１≦α≦Ｎ／２－１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＜ＶＣであることを特徴とする請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素の輝度が変化し、
　　上記画素の輝度変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　第１の画素と第２の画素とを含み、
　　第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）における上記第１の画素の画素電圧が
正極性であり、上記第ｉフレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧が負極性であり
、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、上記
第ｉフレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢとし、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第１の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　　または、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第２の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
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　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１１】
　直前フレームの輝度変化が輝度の減少する変化であって、自フレームにおいて輝度変化
が上昇に変化する所定フレームにおいて、上記画素電圧の極性が正となる画素を上記第１
の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを、上記一定
期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームからαフレーム前（α
は１≦α≦Ｎ／２－１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＞ＶＣであることを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　直前フレームの輝度変化が輝度の増加する変化であって、自フレームにおいて輝度変化
が減少に変化する所定フレームにおいて、上記画素電圧の極性が正となる画素を上記第１
の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを、上記一定
期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームからαフレーム前（α
は１≦α≦Ｎ／２－１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＜ＶＣであることを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　ＶＡとＶＢとＶＣとが液晶表示パネルの表面温度に応じて独立して設定されていること
を特徴とする請求項１から１２までのいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　ＶＡとＶＢとＶＣとが液晶表示パネル上の位置に応じて独立して設定されていることを
特徴とする請求項１から１３までのいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素電圧の実効値が変化し、
　　上記画素電圧の実効値変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　各上記Ｎフレームにおける第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）において上
記画素電圧の実効値が互いに異なる第１の画素と第２の画素とを含み、
　　上記第ｉフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧が正極性であり、
　　上記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームである第
ｉ{Ｎ／２後}フレームにおける第２の画素の上記画素電圧が負極性であり、
　　上記Ｎフレームにおける第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）に
おける上記第１の画素の上記画素電圧の極性と、上記一定期間において各上記第ｊフレー
ムからＮ／２フレーム後のフレームである第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画
素の上記画素電圧の極性とが互いに異なっており、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧の極性が正の場合に、上記
ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示するときに、上
記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧がＶＡとなるときの上記第ｊ{Ｎ／
２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　　または、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧の極性が正の場
合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示する
ときに、上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧がＶＡとなる
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ときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１６】
　上記一定期間における直前フレームからの上記画素電圧の実効値の増加量が各上記Ｎフ
レームにおいて最大となる所定フレームにおいて上記画素電圧の極性が正となる画素を上
記第１の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを上記
一定期間における上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームからαフレーム前（αは１≦α≦Ｎ／２－
１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＞ＶＣであることを特徴とする請求項１５に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１７】
　上記一定期間における直前フレームからの上記画素電圧の実効値の減少量が各上記Ｎフ
レームにおいて最大となる所定フレームにおいて上記画素電圧の極性が正となる画素を上
記第１の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを上記
一定期間における上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームからαフレーム前（αは１≦α≦Ｎ／２－
１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＜ＶＣであることを特徴とする請求項１５に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１８】
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素の輝度が変化し、
　　上記画素の輝度変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　各上記Ｎフレームにおける第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）において上
記輝度が互いに異なる第１の画素と第２の画素とを上記画素として含み、
　　上記第ｉフレームにおける上記第１の画素の画素電圧が正極性であり、
　　上記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームである第
ｉ{Ｎ／２後}フレームにおける第２の画素の上記画素電圧が負極性であり、
　　上記Ｎフレームにおける第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）に
おける上記第１の画素の上記画素電圧の極性と、上記一定期間において各上記第ｊフレー
ムからＮ／２フレーム後のフレームである第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画
素の上記画素電圧の極性とが互いに異なっており、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧の極性が正の場合に、上記
ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示するときに、上
記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧がＶＡとなるときの上記第ｊ{Ｎ／
２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　　または、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧の極性が正の場
合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示する
ときに、上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧がＶＡとなる
ときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１９】
　直前フレームの輝度変化が輝度の減少する変化であって、自フレームにおいて輝度変化
が上昇に変化する所定フレームにおいて、上記画素電圧の極性が正となる画素を上記第１
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の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを上記一定期
間における上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームからαフレーム前（αは１≦α≦Ｎ／２－１の所
定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＞ＶＣであることを特徴とする請求項１８に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２０】
　直前フレームの輝度変化が輝度の増加する変化であって、自フレームにおいて輝度変化
が減少に変化する所定フレームにおいて、上記画素電圧の極性が正となる画素を上記第１
の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを上記一定期
間における上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームからαフレーム前（αは１≦α≦Ｎ／２－１の所
定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＜ＶＣであることを特徴とする請求項１８に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２１】
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素電圧の実効値が変化し、
　　上記画素電圧の実効値変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　第１の画素と第２の画素とを含み、
　　第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）における上記第１の画素の上記画素電
圧が正極性であり、上記第ｉフレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧が負極性で
あり、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、上記
第ｉフレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢとし、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第１の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　　または、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第２の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２２】
　上記一定期間における直前フレームからの上記画素電圧の実効値の増加量が各上記Ｎフ
レームにおいて最大となる所定フレームにおいて上記画素電圧の極性が正となる画素を上
記第１の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを、上
記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームからαフレーム
前（αは１≦α≦Ｎ／２－１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＞ＶＣであることを特徴とする請求項２１に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２３】
　上記一定期間における直前フレームからの上記画素電圧の実効値の減少量が各上記Ｎフ
レームにおいて最大となる所定フレームにおいて上記画素電圧の極性が正となる画素を上
記第１の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを、上
記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームからαフレーム
前（αは１≦α≦Ｎ／２－１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＜ＶＣであることを特徴とする請求項２１に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２４】
　ある階調を一定期間表示するときに、
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　　画素の輝度が変化し、
　　上記画素の輝度変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　第１の画素と第２の画素とを含み、
　　第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）における上記第１の画素の画素電圧が
正極性であり、上記第ｉフレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧が負極性であり
、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、上記
第ｉフレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢとし、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第１の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　　または、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第２の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２５】
　直前フレームの輝度変化が輝度の減少する変化であって、自フレームにおいて輝度変化
が上昇に変化する所定フレームにおいて、上記画素電圧の極性が正となる画素を上記第１
の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを、上記一定
期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームからαフレーム前（α
は１≦α≦Ｎ／２－１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＞ＶＣであることを特徴とする請求項２４に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２６】
　直前フレームの輝度変化が輝度の増加する変化であって、自フレームにおいて輝度変化
が減少に変化する所定フレームにおいて、上記画素電圧の極性が正となる画素を上記第１
の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを、上記一定
期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームからαフレーム前（α
は１≦α≦Ｎ／２－１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＜ＶＣであることを特徴とする請求項２４に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２７】
　ＶＡとＶＢとＶＣとが液晶表示パネルの表面温度に応じて独立して設定されていること
を特徴とする請求項１５から２６までのいずれか１項に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２８】
　ＶＡとＶＢとＶＣとが液晶表示パネル上の位置に応じて独立して設定されていることを
特徴とする請求項１５から２７までのいずれか１項に記載の液晶表示装置の駆動方法。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、中間調を画素の時間的な輝度変化によって表示する液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　入力階調を、γ特性を切り替えながら複数回表示することで液晶表示装置の視野角特性
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を向上させる技術が提案されている。例えば特許文献１には、１つの入力階調（中間調）
に対して、相対的に輝度の高い明表示と相対的に輝度の低い暗表示とを２回ずつ行う手法
が開示されている。
【０００３】
　図２７を用いてこのような表示方法を説明する。図２７では、第１フレームＦｎ～第４
フレームＦｎ＋３までの４フレームを周期として画素が輝度変化する状態を示している。
「Ａ」は明表示に対応する入力階調を、「Ｂ」は暗表示に対応する入力階調をそれぞれ表
す。また、正の書き込み極性を「＋」で表し、負の書き込み極性を「－」で表す。
【０００４】
　具体的には、例えば行方向（横方向）に並ぶＲ（赤）画素、Ｇ（緑）画素およびＢ（青
）画素の３つの画素を１つの絵素として明表示と暗表示とを切り替える。ある絵素に含ま
れる３つの画素においては、第１フレームＦｎでは明表示、続く第２フレームＦｎ＋１で
は明表示、続く第３フレームＦｎ＋２では暗表示、続く第４フレームＦｎ＋３では暗表示
を行う一方、上記絵素に隣接する絵素においては、第１フレームＦｎでは暗表示、続く第
２フレームＦｎ＋１では暗表示、続く第３フレームＦｎ＋２では明表示、続く第４フレー
ムＦｎ＋３では明表示を行う。この手法によれば、２種類の輝度表示（明表示・暗表示）
によって１つの入力階調（中間調）が表示されるため、視野角特性が高められる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】日本国公開特許公報「特開平７－１２１１４４号公報（１９９５年５月１
２日公開）」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　図２８に、図２７の表示における各電圧波形（ソース電圧ＶＤ、液晶実効電圧Ｖｃｌ(r
ms)、ゲート電圧Ｖｇ、引き込み電圧ΔＶｄ、ドレイン電圧Ｖｄ）、輝度Ｙ、液晶容量Ｃ
ｌｃの変化を示す。また、図２９に図２８に示された表示駆動の内容をまとめて示す。図
２８および図２９に示すように、入力階調Ａおよび入力階調Ｂは、それぞれ、正の書き込
み極性と負の書き込み極性とで同じ階調であるが、ソース電圧ＶＤの画素への書き込み終
了時に引き込み現象が発生するため、引き込み電圧ΔＶｄを補償するための補正が行われ
、ソース電圧ＶＤに正方向へのシフト分として含められて画素に供給される。従って、図
２８に示すように、ソース電圧ＶＤとコモン電圧Ｖｃｏｍとの差は、同じ入力階調に対し
て、正の書き込み極性と負の書き込み極性とで互いに異なっている。
【０００７】
　ここで、引き込み電圧ΔＶｄは、
　ΔＶｄ＝Ｃｇｄ／（Ｃｌｃ＋Ｃｓ＋Ｃｇｄ＋Ｃｓｄ）×（ＶｇＨ-ＶｇＬ）・・・・・
・（１）
で表されると考えられる。但し、
Ｃｇｄ：ゲート・ドレイン間の寄生容量
Ｃｃｓ：補助容量
Ｃｓｄ：ソース・ドレイン間の寄生容量
ＶｇＨ：ゲートハイ電圧
ＶｇＬ：ゲートロー電圧
である。
【０００８】
　各寄生容量は図３０の画素構造で定義される。
【０００９】
　図３０において、各画素はゲートラインＧＬとソースラインＳＬとの交差点に設けられ
ており、ＴＦＴ２１、液晶容量Ｃｌｃ、および、補助容量Ｃｓを備えているとする。ＴＦ
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Ｔ２１のゲートはゲートラインＧＬに、ソースはソースラインＳＬに、ドレインは画素電
極に、それぞれ接続されている。液晶容量Ｃｌｃは画素電極とコモン電極との間に液晶層
が挟まれてなり、補助容量Ｃｓは画素電極と補助容量配線との間に絶縁層が挟まれてなる
。コモン電極にはコモン電圧Ｖｃｏｍが印加され、補助容量配線には補助容量電圧Ｖｃｓ
が印加される。寄生容量ＣｇｄはＴＦＴ２１のゲート・ドレイン間容量であり、寄生容量
ＣｓｄはＴＦＴ２１のソース・ドレイン間容量である。
【００１０】
　式（１）で表される引き込み電圧ΔＶｄは液晶容量Ｃｌｃの大きさに依存する。また、
図２８に示すように液晶容量Ｃｌｃは液晶分子の応答状態に応じて変化する。図２８では
一例としてノーマリブラック表示の液晶容量Ｃｌｃの変化を示しており、液晶分子が透過
率の高いほうに（すなわち輝度Ｙが大きくなるほうに）傾くほど液晶容量Ｃｌｃは大きく
なる。一方、ソース電圧Ｖｄの画素への書き込みはゲート電圧Ｖｇのパルス立ち下がり時
に終了し、この時点で引き込み現象が発生する。従って、引き込み現象は液晶容量Ｃｌｃ
が応答を開始して間もないタイミングで発生する。
【００１１】
　ゲートのＯＮ時間は数μｓ～数十μｓであり、その間にＴＦＴがＯＮ状態となり、画素
電極とソースバスラインが接続され、液晶層に所定の電圧が印加される。しかし、ゲート
のＯＮ時間内に液晶分子が応答するためには時間が不十分であり、ゲート立下り時の液晶
容量は、実質前フレームの状態と考えられる。
【００１２】
　従って、引き込み電圧ΔＶｄは、図２７および図２８に示すように、ほぼ１つ前のフレ
ームの液晶分子の最終状態で決まる液晶容量Ｃｌｃの値によって決まると考えられる。
【００１３】
　しかるに、ソース電圧ＶＤに含める引き込み電圧ΔＶｄの補償量を、これから書き込も
うとする自フレームの表示データに基づいて決定すると、図２８および図２９に示すよう
に、明表示の開始フレームおよび暗表示の開始フレームにおける引き込み電圧ΔＶｄの補
償量が適正値からずれてしまいやすい。
【００１４】
　従って、自フレームの表示データに基づいた引き込み電圧ΔＶｄの補償処理では、
（ａ）同じ階調に対してデータ補正が大きかったり小さかったりする、
（ｂ）同じ階調の正極性データと負極性データとの液晶実効電圧が揃わない、
といった問題が起こる。上記（ａ）の問題では、液晶印加電圧が最適対向電圧からずれる
ために、フリッカが発生する。上記（ｂ）の問題では、異極性間で液晶実効電圧が揃わな
いので、交流駆動により液晶印加電圧の直流成分をキャンセルすることができず、当該直
流成分によって画面焼き付きなどの信頼性を低下させる現象が発生する。
【００１５】
　本発明の目的は、上記従来の問題点に鑑みなされたものであり、画素の時間的な輝度変
化によって表示を行う液晶表示装置であって、引き込み電圧ΔＶｄの補償を適正なものと
する液晶表示装置、および液晶表示装置の駆動方法を実現することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明の液晶表示装置は、上記課題を解決するために、
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素電圧の実効値が変化し、
　　上記画素電圧の実効値変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　各上記Ｎフレームにおける第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）において上
記画素電圧の実効値が互いに異なる第１の画素と第２の画素とを含み、
　　上記第ｉフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧が正極性であり、
　　上記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームである第
ｉ{Ｎ／２後}フレームにおける第２の画素の上記画素電圧が負極性であり、
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　　上記Ｎフレームにおける第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）に
おける上記第１の画素の上記画素電圧の極性と、上記一定期間において各上記第ｊフレー
ムからＮ／２フレーム後のフレームである第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画
素の上記画素電圧の極性とが互いに異なっており、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧の極性が正の場合に、上記
ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示するときに、上
記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧がＶＡとなるときの上記第ｊ{Ｎ／
２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　　または、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧の極性が正の場
合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示する
ときに、上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧がＶＡとなる
ときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴としている。
【００１７】
　上記の発明によれば、第ｉフレームと第ｊフレームとでは互いにγ曲線が独立である。
また、第ｉフレームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立であり、第ｊフレ
ームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立である。従って、γ変換処理に含
める引き込み電圧の補償を、直前のフレームで供給されるソース電圧に対応して決定する
ことができるようになる。これにより、ソース電圧に対する引き込み電圧のデータ補正を
、実際に生じた引き込み電圧を適切に補償するものとすることができる。
【００１８】
　従って、液晶印加電圧が最適対向電圧からずれてフリッカが発生することを回避するこ
とができるとともに、異極性間で液晶実効電圧が揃うので交流駆動により液晶印加電圧の
直流成分をキャンセルすることができて信頼性を低下させずに済む。
【００１９】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であって、引き
込み電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする液晶表示装置を実現することができるという効
果を奏する。
【００２０】
　本発明の液晶表示装置は、上記課題を解決するために、
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素の輝度が変化し、
　　上記画素の輝度変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　各上記Ｎフレームにおける第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）において上
記輝度が互いに異なる第１の画素と第２の画素とを上記画素として含み、
　　上記第ｉフレームにおける上記第１の画素の画素電圧が正極性であり、
　　上記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームである第
ｉ{Ｎ／２後}フレームにおける第２の画素の上記画素電圧が負極性であり、
　　上記Ｎフレームにおける第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）に
おける上記第１の画素の上記画素電圧の極性と、上記一定期間において各上記第ｊフレー
ムからＮ／２フレーム後のフレームである第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画
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素の上記画素電圧の極性とが互いに異なっており、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧の極性が正の場合に、上記
ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示するときに、上
記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧がＶＡとなるときの上記第ｊ{Ｎ／
２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　　または、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧の極性が正の場
合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示する
ときに、上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧がＶＡとなる
ときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴としている。
【００２１】
　上記の発明によれば、第ｉフレームと第ｊフレームとでは互いにγ曲線が独立である。
また、第ｉフレームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立であり、第ｊフレ
ームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立である。従って、γ変換処理に含
める引き込み電圧の補償を、直前のフレームで供給されるソース電圧に対応して決定する
ことができるようになる。これにより、ソース電圧に対する引き込み電圧のデータ補正を
、実際に生じた引き込み電圧を適切に補償するものとすることができる。
【００２２】
　従って、液晶印加電圧が最適対向電圧からずれてフリッカが発生することを回避するこ
とができるとともに、異極性間で液晶実効電圧が揃うので交流駆動により液晶印加電圧の
直流成分をキャンセルすることができて信頼性を低下させずに済む。
【００２３】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であって、引き
込み電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする液晶表示装置を実現することができるという効
果を奏する。
【００２４】
　本発明の液晶表示装置は、上記課題を解決するために、
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素電圧の実効値が変化し、
　　上記画素電圧の実効値変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　第１の画素と第２の画素とを含み、
　　第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）における上記第１の画素の上記画素電
圧が正極性であり、上記第ｉフレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧が負極性で
あり、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、上記
第ｉフレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢとし、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第１の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣと
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するとき、
　　または、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第２の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴としている。
【００２５】
　上記の発明によれば、第ｉフレームと第ｊフレームとでは互いにγ曲線が独立である。
また、第ｉフレームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立であり、第ｊフレ
ームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立である。従って、γ変換処理に含
める引き込み電圧の補償を、直前のフレームで供給されるソース電圧に対応して決定する
ことができるようになる。これにより、ソース電圧に対する引き込み電圧のデータ補正を
、実際に生じた引き込み電圧を適切に補償するものとすることができる。
【００２６】
　従って、液晶印加電圧が最適対向電圧からずれてフリッカが発生することを回避するこ
とができるとともに、異極性間で液晶実効電圧が揃うので交流駆動により液晶印加電圧の
直流成分をキャンセルすることができて信頼性を低下させずに済む。
【００２７】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であって、引き
込み電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする液晶表示装置を実現することができるという効
果を奏する。
【００２８】
　本発明の液晶表示装置は、上記課題を解決するために、
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素の輝度が変化し、
　　上記画素の輝度変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　第１の画素と第２の画素とを含み、
　　第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）における上記第１の画素の画素電圧が
正極性であり、上記第ｉフレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧が負極性であり
、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、上記
第ｉフレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢとし、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第１の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　　または、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第２の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴としている。
【００２９】
　上記の発明によれば、第ｉフレームと第ｊフレームとでは互いにγ曲線が独立である。
また、第ｉフレームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立であり、第ｊフレ
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ームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立である。従って、γ変換処理に含
める引き込み電圧の補償を、直前のフレームで供給されるソース電圧に対応して決定する
ことができるようになる。これにより、ソース電圧に対する引き込み電圧のデータ補正を
、実際に生じた引き込み電圧を適切に補償するものとすることができる。
【００３０】
　従って、液晶印加電圧が最適対向電圧からずれてフリッカが発生することを回避するこ
とができるとともに、異極性間で液晶実効電圧が揃うので交流駆動により液晶印加電圧の
直流成分をキャンセルすることができて信頼性を低下させずに済む。
【００３１】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であって、引き
込み電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする液晶表示装置を実現することができるという効
果を奏する。
【００３２】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素電圧の実効値が変化し、
　　上記画素電圧の実効値変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　各上記Ｎフレームにおける第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）において上
記画素電圧の実効値が互いに異なる第１の画素と第２の画素とを含み、
　　上記第ｉフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧が正極性であり、
　　上記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームである第
ｉ{Ｎ／２後}フレームにおける第２の画素の上記画素電圧が負極性であり、
　　上記Ｎフレームにおける第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）に
おける上記第１の画素の上記画素電圧の極性と、上記一定期間において各上記第ｊフレー
ムからＮ／２フレーム後のフレームである第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画
素の上記画素電圧の極性とが互いに異なっており、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧の極性が正の場合に、上記
ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示するときに、上
記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧がＶＡとなるときの上記第ｊ{Ｎ／
２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　　または、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧の極性が正の場
合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示する
ときに、上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧がＶＡとなる
ときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴としている。
【００３３】
　上記の発明によれば、第ｉフレームと第ｊフレームとでは互いにγ曲線が独立である。
また、第ｉフレームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立であり、第ｊフレ
ームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立である。従って、γ変換処理に含
める引き込み電圧の補償を、直前のフレームで供給されるソース電圧に対応して決定する
ことができるようになる。これにより、ソース電圧に対する引き込み電圧のデータ補正を
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、実際に生じた引き込み電圧を適切に補償するものとすることができる。
【００３４】
　従って、液晶印加電圧が最適対向電圧からずれてフリッカが発生することを回避するこ
とができるとともに、異極性間で液晶実効電圧が揃うので交流駆動により液晶印加電圧の
直流成分をキャンセルすることができて信頼性を低下させずに済む。
【００３５】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であって、引き
込み電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする液晶表示装置の駆動方法を実現することができ
るという効果を奏する。
【００３６】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素の輝度が変化し、
　　上記画素の輝度変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　各上記Ｎフレームにおける第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）において上
記輝度が互いに異なる第１の画素と第２の画素とを上記画素として含み、
　　上記第ｉフレームにおける上記第１の画素の画素電圧が正極性であり、
　　上記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームである第
ｉ{Ｎ／２後}フレームにおける第２の画素の上記画素電圧が負極性であり、
　　上記Ｎフレームにおける第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）に
おける上記第１の画素の上記画素電圧の極性と、上記一定期間において各上記第ｊフレー
ムからＮ／２フレーム後のフレームである第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画
素の上記画素電圧の極性とが互いに異なっており、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧の極性が正の場合に、上記
ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示するときに、上
記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧がＶＡとなるときの上記第ｊ{Ｎ／
２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　　または、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧の極性が正の場
合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示する
ときに、上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧がＶＡとなる
ときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴としている。
【００３７】
　上記の発明によれば、第ｉフレームと第ｊフレームとでは互いにγ曲線が独立である。
また、第ｉフレームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立であり、第ｊフレ
ームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立である。従って、γ変換処理に含
める引き込み電圧の補償を、直前のフレームで供給されるソース電圧に対応して決定する
ことができるようになる。これにより、ソース電圧に対する引き込み電圧のデータ補正を
、実際に生じた引き込み電圧を適切に補償するものとすることができる。
【００３８】
　従って、液晶印加電圧が最適対向電圧からずれてフリッカが発生することを回避するこ
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とができるとともに、異極性間で液晶実効電圧が揃うので交流駆動により液晶印加電圧の
直流成分をキャンセルすることができて信頼性を低下させずに済む。
【００３９】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であって、引き
込み電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする液晶表示装置の駆動方法を実現することができ
るという効果を奏する。
【００４０】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素電圧の実効値が変化し、
　　上記画素電圧の実効値変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　第１の画素と第２の画素とを含み、
　　第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）における上記第１の画素の上記画素電
圧が正極性であり、上記第ｉフレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧が負極性で
あり、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、上記
第ｉフレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢとし、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第１の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　　または、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第２の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴としている。
【００４１】
　上記の発明によれば、第ｉフレームと第ｊフレームとでは互いにγ曲線が独立である。
また、第ｉフレームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立であり、第ｊフレ
ームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立である。従って、γ変換処理に含
める引き込み電圧の補償を、直前のフレームで供給されるソース電圧に対応して決定する
ことができるようになる。これにより、ソース電圧に対する引き込み電圧のデータ補正を
、実際に生じた引き込み電圧を適切に補償するものとすることができる。
【００４２】
　従って、液晶印加電圧が最適対向電圧からずれてフリッカが発生することを回避するこ
とができるとともに、異極性間で液晶実効電圧が揃うので交流駆動により液晶印加電圧の
直流成分をキャンセルすることができて信頼性を低下させずに済む。
【００４３】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であって、引き
込み電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする液晶表示装置の駆動方法を実現することができ
るという効果を奏する。
【００４４】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素の輝度が変化し、
　　上記画素の輝度変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
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　　第１の画素と第２の画素とを含み、
　　第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）における上記第１の画素の画素電圧が
正極性であり、上記第ｉフレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧が負極性であり
、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、上記
第ｉフレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢとし、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第１の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　　または、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第２の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴としている。
【００４５】
　上記の発明によれば、第ｉフレームと第ｊフレームとでは互いにγ曲線が独立である。
また、第ｉフレームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立であり、第ｊフレ
ームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立である。従って、γ変換処理に含
める引き込み電圧の補償を、直前のフレームで供給されるソース電圧に対応して決定する
ことができるようになる。これにより、ソース電圧に対する引き込み電圧のデータ補正を
、実際に生じた引き込み電圧を適切に補償するものとすることができる。
【００４６】
　従って、液晶印加電圧が最適対向電圧からずれてフリッカが発生することを回避するこ
とができるとともに、異極性間で液晶実効電圧が揃うので交流駆動により液晶印加電圧の
直流成分をキャンセルすることができて信頼性を低下させずに済む。
【００４７】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であって、引き
込み電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする液晶表示装置の駆動方法を実現することができ
るという効果を奏する。
【発明の効果】
【００４８】
　本発明の液晶表示装置は、以上のように、
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素電圧の実効値が変化し、
　　上記画素電圧の実効値変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　各上記Ｎフレームにおける第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）において上
記画素電圧の実効値が互いに異なる第１の画素と第２の画素とを含み、
　　上記第ｉフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧が正極性であり、
　　上記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームである第
ｉ{Ｎ／２後}フレームにおける第２の画素の上記画素電圧が負極性であり、
　　上記Ｎフレームにおける第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）に
おける上記第１の画素の上記画素電圧の極性と、上記一定期間において各上記第ｊフレー
ムからＮ／２フレーム後のフレームである第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画
素の上記画素電圧の極性とが互いに異なっており、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
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　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧の極性が正の場合に、上記
ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示するときに、上
記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧がＶＡとなるときの上記第ｊ{Ｎ／
２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　　または、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧の極性が正の場
合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示する
ときに、上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧がＶＡとなる
ときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっている。
【００４９】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であって、引き
込み電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする液晶表示装置を実現することができるという効
果を奏する。
【００５０】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、以上のように、
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素電圧の実効値が変化し、
　　上記画素電圧の実効値変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　各上記Ｎフレームにおける第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）において上
記画素電圧の実効値が互いに異なる第１の画素と第２の画素とを含み、
　　上記第ｉフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧が正極性であり、
　　上記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームである第
ｉ{Ｎ／２後}フレームにおける第２の画素の上記画素電圧が負極性であり、
　　上記Ｎフレームにおける第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）に
おける上記第１の画素の上記画素電圧の極性と、上記一定期間において各上記第ｊフレー
ムからＮ／２フレーム後のフレームである第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画
素の上記画素電圧の極性とが互いに異なっており、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧の極性が正の場合に、上記
ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示するときに、上
記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧がＶＡとなるときの上記第ｊ{Ｎ／
２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　　または、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧の極性が正の場
合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示する
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ときに、上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧がＶＡとなる
ときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっている。
【００５１】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であって、引き
込み電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする液晶表示装置の駆動方法を実現することができ
るという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明の実施形態を示すものであり、液晶表示装置の第１の動作を示す波形図で
ある。
【図２】図１の動作特性をまとめた図である。
【図３】図１の動作の比較例を示す波形図である。
【図４】図１の動作を行う画素の配置例を示す図である。
【図５】図１の動作に適用可能な輝度変化パターンを示す波形図である。
【図６】図５の輝度変化パターンに用いるγ曲線を示すグラフである。
【図７】図６のγ曲線に対応するルックアップテーブルを示す図である。
【図８】図１の動作に伴う階調データの補正を説明する図であり、（ａ）はノーマリブラ
ック表示の場合を示し、（ｂ）はノーマリホワイト表示の場合を示す。
【図９】本発明の実施形態を示すものであり、液晶表示装置の第２の動作を示す波形図で
ある。
【図１０】本発明の実施形態を示すものであり、液晶表示装置の第３の動作を示す波形図
である。
【図１１】図９および図１０の動作特性をまとめた図である。
【図１２】図９および図１０の動作を行う画素の配置例を示す図である。
【図１３】図９および図１０の動作に適用可能な輝度変化パターンを示す波形図である。
【図１４】図９の動作の比較例を示す波形図である。
【図１５】図１０の動作の比較例を示す波形図である。
【図１６】図１３の第１の輝度変化パターンに用いるγ曲線を示すグラフである。
【図１７】図１６のγ曲線に対応するルックアップテーブルを示す図である。
【図１８】図１３の第２の輝度変化パターンに用いるγ曲線を示すグラフである。
【図１９】図１８のγ曲線に対応するルックアップテーブルを示す図である。
【図２０】図１２の第１の変形例の画素の配置を示す図である。
【図２１】図２０の画素に適用可能な輝度変化パターンを示す波形図である。
【図２２】図１２の第２の変形例の画素の配置の一例を示す図である。
【図２３】図１２の第２の変形例の画素の配置の他の例を示す図である。
【図２４】図２２および図２３の画素の動作に適用可能な輝度変化パターンを示す波形図
である。
【図２５】本発明の実施形態を示すものであり、表示装置の構成を示すブロック図である
。
【図２６】本発明の実施形態を示すものであり、パネル上の画素位置に応じたγ曲線を用
いることを説明する図である。
【図２７】従来技術を示すものであり、輝度変化パターンを説明する図である。
【図２８】図２７の輝度変化を起す動作を説明する波形図である。
【図２９】図２８の動作特性をまとめた図である。
【図３０】従来技術を示すものであり、寄生容量を有する画素の構成を示す回路図である
。
【発明を実施するための形態】
【００５３】
　本発明の実施形態について、図１～図３０を用いて説明すれば以下の通りである。
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【００５４】
　図２５に、本実施形態の液晶表示装置１１の構成を示す。
【００５５】
　液晶表示装置１１は、表示パネル１２、駆動回路１３、および、表示制御回路１４を備
えている。表示制御回路１４は、タイミングコントローラー１４ａ、γ選択回路１４ｂ、
および、γ－ＬＵＴ（ガンマ曲線）１４ｃを備えている。
【００５６】
　入力信号Ｙｉがタイミングコントローラー１４ａに入力されると、タイミングコントロ
ーラー１４ａは入力信号（階調データ）ＹｉからデータＹｄ、水平同期信号Ｙｈ、垂直同
期信号Ｙｖ、および、極性信号Ｙｐを取り出す。データＹｄはγ選択回路１４ｂに入力さ
れる。γ選択回路１４ｂはメモリに格納されているγ－ＬＵＴ１４ｃを参照する。γ－Ｌ
ＵＴ１４ｃは、後述するように複数のルックアップテーブル（ガンマ曲線）からなる。
【００５７】
　γ選択回路１４ｂは、γ－ＬＵＴ１４ｃから使用するルックアップテーブルを選択して
切り替え、選択したルックアップテーブルを用いて入力階調データであるデータＹｄを出
力階調データにγ変換することにより得たデータＤを駆動回路１３へ入力する。
【００５８】
　水平同期信号Ｙｈ、垂直同期信号Ｙｖ、および、極性信号Ｙｐは、γ選択回路１４ｂお
よび駆動回路１３のタイミング信号として用いられる。
【００５９】
　駆動回路１３が備えるソースドライバはデータＤをソース電圧（データ信号）ＶＤに変
換し、駆動回路１３が備えるゲートドライバによる画素の走査タイミングに合わせて、表
示パネル１２に供給する。表示パネル１２はアクティブマトリクス型である。
【００６０】
　次に、上記の液晶表示装置１１の動作について、各実施例を挙げて説明する。
【実施例１】
【００６１】
　図１に、液晶表示装置１１の動作の一例を表す各種波形（ソース電圧ＶＤ、液晶実効電
圧Ｖｃｌ(rms)、ゲート電圧Ｖｇ、引き込み電圧ΔＶｄ、ドレイン電圧Ｖｄ）、輝度Ｙ、
液晶容量Ｃｌｃの変化を示す。
【００６２】
　これらの波形は、図２５において、入力信号Ｙｉとして、ある一定の階調データを入力
し続けることによって表示を行った場合に得られるものである。図１の各波形を示す当該
一定の階調データとなり得る階調データは、ここでは視野角特性を改善したい中間調を表
す階調レベルであり、ルックアップテーブルの入力階調データとなるデータＹｄに対して
決められている。なお、中間調を表す階調レベルの全体または一部が上記一定の階調デー
タとなり得る階調データに該当していてもよいし、黒および白というデータＹｄの中間調
を表さない階調レベルが上記一定の階調データとなり得る階調データに含まれていてもよ
い。
【００６３】
　上記のように一定の階調データを入力し続けると、表示制御回路１４のγ－ＬＵＴ１４
ｃによるγ変換によって、図１に示すように、階調Ａおよび階調Ｂという２種類の階調に
対応するソース電圧ＶＤを１フレーム（１Ｆ）ごとに交互に同じ画素に供給される。１フ
レームずつ連続する合計２フレームのうちの第１フレーム（図１ではＦ１、Ｆ３、Ｆ５）
に階調Ａが、第２フレーム（図１ではＦ２、Ｆ４、Ｆ６）に階調Ｂが、それぞれ供給され
、当該２フレームの周期が繰り返される。階調Ａは階調Ｂよりも大きい。ここではノーマ
リブラック表示の液晶表示装置を例にとって説明することとし、階調Ａは階調Ｂよりも輝
度を高めるためのレベルを有する。
【００６４】
　また、液晶表示装置１１は交流駆動され、階調Ａと階調Ｂとのそれぞれに正負の極性が
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存在する。正極性の階調ＡをＡ＋、負極性の階調ＡをＡ－、正極性の階調ＢをＢ＋、負極
性の階調ＢをＢ－でそれぞれ示す。１つの周期では階調Ａと階調Ｂとは互いに同じ極性で
あり、１周期ごとに正極性と負極性とが反転される。
【００６５】
　γ－ＬＵＴ１４ｃにおいては、第１フレームに対するγ変換用のルックアップテーブル
と、第２フレームに対するγ変換用のルックアップテーブルとがそれぞれ独立して設定さ
れている。また、第１フレームに対するγ変換用のルックアップテーブルは正極性用と負
極性用とでそれぞれ独立して設定されており、第２フレームに対するγ変換用のルックア
ップテーブルは正極性用と負極性用とでそれぞれ独立して設定されている。γ選択回路１
４ｂは、階調データを供給するフレームが第１フレームであるか第２フレームであるか、
また、階調データが正極性であるか負極性であるかに応じて、上記の４つのルックアップ
テーブルを切り替えて使用する。
【００６６】
　また、このようなソース電圧ＶＤが供給される画素（以下に説明する輝度変化を起す画
素である輝度変化画素）Ｐは、例えば図４のように配置される。図４ではＲＧＢの各色の
画素Ｐが１列ずつ交互に配置され、行方向（ロウ方向）に連続するＲＧＢの３つの画素Ｐ
が１つの絵素を構成している。図４に示されるように、１フレームの間は画素Ｐの全てが
階調Ａまたは階調Ｂのいずれか一方の同じ階調に設定され、１フレームごとに階調Ａと階
調Ｂとが入れ替わる。従って、各画素Ｐは、Ｆ１→Ｆ２→Ｆ３→Ｆ４とフレームが切り替
わると明→暗→明→暗という輝度変化を起す。また、図４ではドット反転駆動が行われて
おり、行方向および列方向（コラム方向）に隣接する周囲の画素間では極性が反転される
。このような画素Ｐは、表示領域全体に配置されていてもよいし、表示領域の一部に配置
されていてもよい。
【００６７】
　この場合に、画素Ｐの輝度変化パターンは、液晶分子に電圧印加に対する応答遅れがな
ければ、図５に示すように矩形波状に明→暗→明→暗を繰り返すシーケンスとなる。しか
し、実際に典型的にそうであるように、応答遅れが存在する場合には、図１に示すような
輝度Ｙの変化パターンとなる。図１の輝度Ｙの変化パターンは、第１フレームで輝度が次
第に増加する過渡応答を行い、第２フレームで輝度が次第に減少する過渡応答を行う変化
波形を有する。そして、全体では、この２フレームに亘る輝度変化パターンが２フレーム
の周期で繰り返されるシーケンスとなる。
【００６８】
　図１においては上述のように輝度変化パターンが過渡特性を有しているので、液晶容量
Ｃｌｃの変化も同様の過渡特性を有することとなる。すなわち、ノーマリブラック表示の
液晶であるので、透過率が高くなるような電圧印加に対して液晶容量ＣｌｃはＣｂからＣ
ａに次第に増加する過渡応答を行い、透過率が低くなるような電圧印加に対して液晶容量
ＣｌｃはＣaからＣbに次第に減少する過渡応答を行う。
【００６９】
　従って、第１フレームのゲート立下り時に生じる引き込み電圧ΔＶｄは直前の第２フレ
ームのフレーム終了時の液晶容量Ｃｂに依存するＶｂとなり、第２フレームのゲート立下
り時に生じる引き込み電圧ΔＶｄは直前の第１フレームのフレーム終了時の液晶容量Ｃａ
に依存するＶａとなる。
【００７０】
　そこで、表示制御回路１４に備えられたルックアップテーブルによってγ変換処理を行
うときに、γ変換処理に含める引き込み電圧ΔＶｄの補償を、直前のフレームで供給され
るソース電圧ＶＤに対応して決定するようにする。これにより、ソース電圧ＶＤに対する
引き込み電圧ΔＶｄのデータ補正を、実際に生じた引き込み電圧ΔＶｄを適切に補償する
ものとすることができる。図２に、図１に示された表示駆動の内容をまとめて示す。
【００７１】
　従って、液晶印加電圧が最適対向電圧からずれてフリッカが発生することを回避するこ
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とができるとともに、異極性間で液晶実効電圧が揃うので交流駆動により液晶印加電圧の
直流成分をキャンセルすることができて信頼性を低下させずに済む。
【００７２】
　図３に、比較例として、階調Ａと階調Ｂとのそれぞれについてルックアップテーブルを
正負で独立に設けないで、引き込み電圧ΔＶｄの補償を行わない場合の各種波形を示す。
この場合には、ドレイン電圧が最適対向電圧からずれるとともに、正負で液晶実効電圧が
揃わない様子が分かる。
【００７３】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う表示装置であって、引き込み
電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする表示装置および表示装置の駆動方法を実現すること
ができる。
【００７４】
　図６に、階調Ａ＋、階調Ａ－、階調Ｂ＋、および階調Ｂ－の各γ曲線の例を示し、図７
に当該γ曲線を表すルックアップテーブルの例を示す。階調レベル数は０～１０２３の１
０２４通りとした。
【００７５】
　図６に示されるように、階調Ａの両極性のγ曲線（ガンマ曲線群、第１のガンマ曲線群
）のそれぞれは、階調Ｂの両極性のγ曲線（ガンマ曲線群、第２のガンマ曲線群）の同じ
極性のものよりも上にある。また、階調Ａについては、正極性のソース電圧ＶＤの供給に
用いられるγ曲線が負極性のソース電圧ＶＤの供給に用いられるγ曲線よりも上にあり、
階調Ｂについては、正極性のソース電圧ＶＤの供給に用いられるγ曲線が負極性のソース
電圧ＶＤの供給に用いられるγ曲線よりも下にある。これにより、同じ入力階調データに
対して階調Ａは高階調のソース電圧ＶＡ、階調Ｂは低階調のソース電圧ＶＢを供給するこ
とができる。
【００７６】
　なお、以上はノーマリブラック表示の場合の説明であったが、ノーマリホワイト表示の
場合には、透過率が高くなるような電圧印加に対して液晶容量Ｃｌｃは次第に減少する過
渡応答を行い、透過率が低くなるような電圧印加に対して液晶容量Ｃｌｃは次第に増加す
る過渡応答を行うことが変わるのみであり、やはり、引き込み電圧ΔＶｄの補償を直前の
フレームで供給されるソース電圧ＶＤに対応して決定するようにすることで同様の効果を
得ることができる。
【００７７】
　図８に、ソース電圧ＶＤの極性と引き込み電圧ΔＶｄの補償量との関係を示す。図８の
（ａ）はノーマリブラック表示の場合を示し、図８の（ｂ）はノーマリホワイト表示の場
合を示す。
【００７８】
　[ノーマリブラックの場合]
　ノーマリブラックでは暗（透過率小）でＣｌｃ：小、明（透過率大）でＣｌｃ：大のた
め、引き込み電圧は暗でΔＶｄ：大、明でΔＶｄ：小となり、通常、この引き込み電圧分
をソース電圧に見込み分として補正される。
（前フレームが暗表示で、明表示に切り替わる場合）
　暗→明の切替駆動を行うと、明表示のソース電圧を印加しても書き込みを行っても、ゲ
ートＯＦＦ時点の液晶容量は前フレームの暗表示の状態（Ｃｌｃ：小）であり、実際の引
き込み電圧ΔＶｄ＿ｒは大になる。しかし、明表示のソース電圧に補正されている見込み
のΔＶｄ＿ｉは小のため、補正が合わず実際の引き込み電圧の方が大きくなる。
【００７９】
　ΔＶｄズレ量＝見込みのΔＶｄ＿ｉ（小）－実際の引き込み電圧ΔＶｄ＿ｒ（大）＜０
本発明では、ΔＶｄズレ分をソース電圧で補正するため、ΔＶｄズレ量分ソース電圧をプ
ラス方向に補正する。階調に置き換えると、図８の（ａ）に示すように、正極性では階調
が大きくなり、負極性では階調が小さくなる。
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（前フレームが明表示で、暗表示に切り替わる場合）
　明→暗の切替駆動を行うと、暗表示のソース電圧を印加しても書き込みを行っても、ゲ
ートＯＦＦ時点の液晶容量は前フレームの明表示の状態（Ｃｌｃ：大）であり、実際の引
き込み電圧ΔＶｄ＿ｒは小になる。しかし、暗表示のソース電圧に補正されている見込み
のΔＶｄ＿ｉは大のため、補正が合わず実際の引き込み電圧の方が小さくなる。
【００８０】
　ΔＶｄズレ量＝見込みのΔＶｄ＿ｉ（大）－実際の引き込み電圧ΔＶｄ＿ｒ（小）＞０
　本発明では、ΔＶｄズレ分をソース電圧で補正するため、ΔＶｄズレ量分ソース電圧を
マイナス方向に補正する。階調に置き換えると、正極性では階調が小さくなり、負極性で
は階調が大きくなる。
【００８１】
　[ノーマリホワイトの場合]
　ノーマリホワイトでは暗でＣｌｃ：大、明でＣｌｃ：小のため、引き込み電圧は暗でΔ
Ｖｄ：小、明でΔＶｄ：大となり、通常、この引き込み電圧分をソース電圧に見込み分と
して補正される。
（前フレームが暗表示で、明表示に切り替わる場合）
　暗→明の切替駆動を行うと、明表示のソース電圧を印加しても書き込みを行っても、ゲ
ートＯＦＦ時点の液晶容量は前フレームの暗表示の状態（Ｃｌｃ：大）であり、実際の引
き込み電圧ΔＶｄ＿ｒは小になる。しかし、明表示のソース電圧に補正されている見込み
のΔＶｄ＿ｉは大のため、補正が合わず実際の引き込み電圧の方が小さくなる。
【００８２】
　ΔＶｄズレ量＝見込みのΔＶｄ＿ｉ（大）－実際の引き込み電圧ΔＶｄ＿ｒ（小）＞０
　本発明では、ΔＶｄズレ分をソース電圧で補正するため、ΔＶｄズレ量分ソース電圧を
マイナス方向に補正する。階調に置き換えると、図８の（ｂ）に示すように、正極性では
階調が大きくなり、負極性では階調が小さくなる。
（前フレームが明表示で、暗表示に切り替わる場合）
　明→暗の切替駆動を行うと、暗表示のソース電圧を印加しても書き込みを行っても、ゲ
ートＯＦＦ時点の液晶容量は前フレームの暗表示の状態（Ｃｌｃ：小）であり、実際の引
き込み電圧ΔＶｄ＿ｒは大になる。しかし、明表示のソース電圧に補正されている見込み
のΔＶｄ＿ｉは小のため、補正が合わず実際の引き込み電圧の方が大きくなる。
【００８３】
　ΔＶｄズレ量＝見込みのΔＶｄ＿ｉ（小）－実際の引き込み電圧ΔＶｄ＿ｒ（大）＜０
　本発明では、ΔＶｄズレ分をソース電圧で補正するため、ΔＶｄズレ量分ソース電圧を
プラス方向に補正する。階調に置き換えると、正極性では階調が小さくなり、負極性では
階調が大きくなる。
【００８４】
　なお、引き込み電圧ΔＶｄは階調ごとに異なっているため、ΔＶｄの適正な補償が行わ
れたソース電圧ＶＤの正極性と負極性との間の中心レベルは、一般に階調ごとに異なる。
従って、各フレームについて正負の独立したルックアップテーブルによるγ変換が行われ
た結果得られるソース電圧ＶＤは、正極性と負極性との間の中心レベルは階調ごとに独立
な値となる。
【００８５】
　本実施例の液晶表示装置１１は、次のような液晶表示装置であると言える。
【００８６】
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素電圧の実効値が変化し、
　　上記画素電圧の実効値変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　第１の画素と第２の画素とを含み、
　　第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）における上記第１の画素の上記画素電
圧が正極性であり、上記第ｉフレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧が負極性で
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あり、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、上記
第ｉフレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢとし、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第１の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　　または、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第２の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴とする液晶表示装置。
【００８７】
　第１の画素は、例えば図１の波形を示す画素Ｐであり、第２の画素は、例えば図１のソ
ース電圧ＶＤの波形を正負に反転した場合の各波形を示す画素Ｐである。この場合にＮ＝
２である。
【００８８】
　上記の発明によれば、第ｉフレームと第ｊフレームとでは互いにγ曲線が独立である。
また、第ｉフレームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立であり、第ｊフレ
ームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立である。従って、γ変換処理に含
める引き込み電圧の補償を、直前のフレームで供給されるソース電圧に対応して決定する
ことができるようになる。これにより、ソース電圧に対する引き込み電圧のデータ補正を
、実際に生じた引き込み電圧を適切に補償するものとすることができる。
【００８９】
　従って、液晶印加電圧が最適対向電圧からずれてフリッカが発生することを回避するこ
とができるとともに、異極性間で液晶実効電圧が揃うので交流駆動により液晶印加電圧の
直流成分をキャンセルすることができて信頼性を低下させずに済む。
【００９０】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であって、引き
込み電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする液晶表示装置を実現することができるという効
果を奏する。
【００９１】
　また、上記液晶表示装置は、
　上記一定期間における直前フレームからの上記画素電圧の実効値の増加量が各上記Ｎフ
レームにおいて最大となる所定フレームにおいて上記画素電圧の極性が正となる画素を上
記第１の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを、上
記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームからαフレーム
前（αは１≦α≦Ｎ／２－１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＞ＶＣであってもよい。
【００９２】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。
【００９３】
　また、上記液晶表示装置は、
　上記一定期間における直前フレームからの上記画素電圧の実効値の減少量が各上記Ｎフ
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レームにおいて最大となる所定フレームにおいて上記画素電圧の極性が正となる画素を上
記第１の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを、上
記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームからαフレーム
前（αは１≦α≦Ｎ／２－１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＜ＶＣであってもよい。
【００９４】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。
【００９５】
　また、次の液晶表示装置であるとも言える。
【００９６】
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素の輝度が変化し、
　　上記画素の輝度変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　第１の画素と第２の画素とを含み、
　　第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）における上記第１の画素の画素電圧が
正極性であり、上記第ｉフレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧が負極性であり
、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、上記
第ｉフレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢとし、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第１の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　　または、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第２の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴とする液晶表示装置。
【００９７】
　上記の発明によれば、γ変換処理に含める引き込み電圧の補償を、直前のフレームで供
給されるソース電圧に対応して決定することができるようになる。これにより、ソース電
圧に対する引き込み電圧のデータ補正を、実際に生じた引き込み電圧を適切に補償するも
のとすることができる。
【００９８】
　従って、液晶印加電圧が最適対向電圧からずれてフリッカが発生することを回避するこ
とができるとともに、異極性間で液晶実効電圧が揃うので交流駆動により液晶印加電圧の
直流成分をキャンセルすることができて信頼性を低下させずに済む。
【００９９】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であって、引き
込み電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする液晶表示装置を実現することができるという効
果を奏する。
【０１００】
　また、上記液晶表示装置は、
　直前フレームの輝度変化が輝度の減少する変化であって、自フレームにおいて輝度変化
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が上昇に変化する所定フレームにおいて、上記画素電圧の極性が正となる画素を上記第１
の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを、上記一定
期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームからαフレーム前（α
は１≦α≦Ｎ／２－１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＞ＶＣであってもよい。
【０１０１】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。
【０１０２】
　また、上記液晶表示装置は、
　直前フレームの輝度変化が輝度の増加する変化であって、自フレームにおいて輝度変化
が減少に変化する所定フレームにおいて、上記画素電圧の極性が正となる画素を上記第１
の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを、上記一定
期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームからαフレーム前（α
は１≦α≦Ｎ／２－１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＜ＶＣであってもよい。
【０１０３】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。
【実施例２】
【０１０４】
　図９および図１０に、液晶表示装置１１の動作の他の例を表す各種波形（ソース電圧Ｖ
Ｄ、液晶実効電圧Ｖｃｌ(rms)、ゲート電圧Ｖｇ、引き込み電圧ΔＶｄ、ドレイン電圧Ｖ
ｄ）、輝度Ｙ、液晶容量Ｃｌｃの変化を示す。
【０１０５】
　これらの波形は、図２５において、入力信号Ｙｉとして、ある一定の階調データを入力
し続けることによって表示を行った場合に得られるものである。図９および図１０の各波
形を示す当該一定の階調データとなり得る階調データは、ここでは視野角特性を改善した
い中間調を表す階調レベルであり、ルックアップテーブルの入力階調データとなるデータ
Ｙｄに対して決められている。なお、中間調を表す階調レベルの全体または一部が上記一
定の階調データとなり得る階調データに該当していてもよいし、黒および白というデータ
Ｙｄの中間調を表さない階調レベルが上記一定の階調データとなり得る階調データに含ま
れていてもよい。
【０１０６】
　上記のように一定の階調データを入力し続けると、表示制御回路１４のγ－ＬＵＴ１４
ｃによるγ変換によって、図９に示すように、階調Ａ１、階調Ａ２、階調Ｂ１、および階
調Ｂ２という４種類の階調に対応するソース電圧ＶＤを１フレーム（１Ｆ）ごとに同じ画
素に供給される。１フレームずつ連続する合計４フレームのうちの第１フレーム（図９お
よび図１０ではＦ１、Ｆ５）に階調Ａ１が、第２フレーム（図９および図１０ではＦ２、
Ｆ６）に階調Ａ２が、第３フレーム（図９および図１０ではＦ３）に階調Ｂ１が、第４フ
レーム（図９および図１０ではＦ４）に階調Ｂ２が、それぞれ供給され、当該４フレーム
の周期が繰り返される。階調Ａ１および階調Ａ２は階調Ｂ１および階調Ｂ２よりも大きい
。ここではノーマリブラック表示の液晶表示装置を例にとって説明することとし、階調Ａ
１および階調Ａ２は階調Ｂ１および階調Ｂ２よりも輝度を高めるためのレベルを有する。
【０１０７】
　また、液晶表示装置１１は交流駆動される。図９では階調Ａ１と階調Ｂ１とはそれぞれ
正極性であり、階調Ａ２と階調Ｂ２とはそれぞれ負極性である。図１０では階調Ａ１と階
調Ｂ１とはそれぞれ負極性であり、階調Ａ２と階調Ｂ２とはそれぞれ正極性である。正極
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性については、階調Ａ１をＡ１＋、階調Ａ２をＡ２＋、階調Ｂ１をＢ１＋、階調Ｂ２をＢ
２＋でそれぞれ示し、負極性については、階調Ａ１をＡ１－、階調Ａ２をＡ２－、階調Ｂ
１をＢ１－、階調Ｂ２をＢ２－でそれぞれ示す。
【０１０８】
　γ－ＬＵＴ１４ｃにおいては、第１フレーム（階調Ａ１）に対するγ変換用のルックア
ップテーブルと、第２フレーム（階調Ａ２）に対するγ変換用のルックアップテーブルと
、第３フレーム（階調Ｂ１）に対するγ変換用のルックアップテーブルと、第４フレーム
（階調Ｂ２）に対するγ変換用のルックアップテーブルとがそれぞれ独立して設定されて
いる。また、第１フレーム～第４フレームのそれぞれに対するγ変換用のルックアップテ
ーブルは正極性用と負極性用とでそれぞれ独立して設定されて備えられている。γ選択回
路１４ｂは、階調データを供給するフレームが第１フレーム～第４フレームのいずれであ
るか、また、階調データが正極性であるか負極性であるかに応じて、上記の８つのルック
アップテーブルを切り替えて使用する。
【０１０９】
　また、このようなデータ信号ＶＤが供給される画素（以下に説明する輝度変化を起す画
素である輝度変化画素）Ｐは、例えば図１２のように配置される。図１２ではＲＧＢの各
色の画素Ｐが１列ずつ交互に配置され、行方向に連続するＲＧＢの３つの画素Ｐが１つの
絵素を構成している。図１２に示されるように、図９のシーケンスで輝度変化する画素Ｐ
からなる絵素と、図１０のシーケンスで輝度変化する画素Ｐからなる絵素とが、行方向と
列方向とで１つずつ入れ替わるように配置されている。なお、表記の便宜上、Ａ１、Ａ２
、Ｂ１、Ｂ２を順にＣ、Ａ、Ｄ、Ｂで示してある。また、図１２ではドット反転駆動が行
われており、行方向および列方向に隣接する周囲の画素間では極性が反転される。このよ
うな画素Ｐは、表示領域全体に配置されていてもよいし、表示領域の一部に配置されてい
てもよい。
【０１１０】
　この場合に、画素Ｐの輝度変化パターンには、図１３に示すように、矩形波状に明→明
→暗→暗を繰り返すシーケンスや、Ｃ→Ａで輝度が増加し、Ｄ→Ｂで輝度が減少する三角
波状のシーケンスなどが可能である。図９および図１０では、Ａ１→Ａ２→Ｂ１→Ｂ２と
いう階調を供給する結果、第１フレームおよび第２フレームで輝度が次第に増加する過渡
応答を行い、第３フレームおよび第４フレームで輝度が次第に減少する過渡応答を行う変
化波形を有する。そして、全体では、この４フレームに亘る輝度変化パターンが４フレー
ムの周期で繰り返されるシーケンスとなる。
【０１１１】
　図９および図１０においては上述のように輝度変化パターンが過渡特性を有しているの
で、液晶容量Ｃｌｃの変化も同様の過渡特性を有することとなる。すなわち、ノーマリブ
ラック表示の液晶であるので、透過率が高くなるような電圧印加に対して液晶容量Ｃｌｃ
はＣａ１、Ｃａ２で示すように次第に増加する過渡応答を行い、透過率が低くなるような
電圧印加に対して液晶容量ＣｌｃはＣｂ１、Ｃｂ２で示すように次第に減少する過渡応答
を行う。
【０１１２】
　従って、第１フレームのゲート立下り時に生じる引き込み電圧ΔＶｄは直前の第４フレ
ームのフレーム終了時の液晶容量Ｃｂ２に依存するＶｂ２となり、第２フレームのゲート
立下り時に生じる引き込み電圧ΔＶｄは直前の第１フレームのフレーム終了時の液晶容量
Ｃａ１に依存するＶａ１となり、第３フレームのゲート立下り時に生じる引き込み電圧Δ
Ｖｄは直前の第２フレームのフレーム終了時の液晶容量Ｃａ２に依存するＶａ２となり、
第４フレームのゲート立下り時に生じる引き込み電圧ΔＶｄは直前の第３フレームのフレ
ーム終了時の液晶容量Ｃｂ１に依存するＶｂ１となる。
【０１１３】
　そこで、表示制御回路１４に備えられたルックアップテーブルによってγ変換処理を行
うときに、γ変換処理に含める引き込み電圧ΔＶｄの補償を、直前のフレームで供給され
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るソース電圧ＶＤに対応して決定するようにする。これにより、ソース電圧ＶＤに対する
引き込み電圧ΔＶｄのデータ補正を、実際に生じた引き込み電圧ΔＶｄを適切に補償する
ものとすることができる。図１１に、図９および図１０に示された表示駆動の内容をまと
めて示す。
【０１１４】
　従って、液晶印加電圧が最適対向電圧からずれてフリッカが発生することを回避するこ
とができるとともに、異極性間で液晶実効電圧が揃うので交流駆動により液晶印加電圧の
直流成分をキャンセルすることができて信頼性を低下させずに済む。
【０１１５】
　図１４および図１５に、比較例として、階調Ａ１・Ａ２・Ｂ１・Ｂ２のそれぞれについ
てルックアップテーブルを正負で独立に設けないで、引き込み電圧ΔＶｄの補償を行わな
い場合の各種波形を示す。この場合には、ドレイン電圧が最適対向電圧からずれるととも
に、正負で液晶実効電圧が揃わない様子が分かる。
【０１１６】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う表示装置であって、引き込み
電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする表示装置および表示装置の駆動方法を実現すること
ができる。
【０１１７】
　図１６に、矩形波状の輝度変化パターンを生成するための階調Ｃ、階調Ａ、階調Ｄ、お
よび階調Ｂ（Ｃ、Ａ、Ｄ、Ｂは図９の表記に対応）の各γ曲線の例を正極性と負極性との
それぞれについて示し、図１７に当該γ曲線を表すルックアップテーブルの例を示す。階
調レベル数は０～１０２３の１０２４通りとした。
【０１１８】
　また、図１８に、三角波状の輝度変化パターンを生成するための階調Ｃ、階調Ａ、階調
Ｄ、および階調Ｂ（Ｃ、Ａ、Ｄ、Ｂは図９の表記に対応）の各γ曲線の例を正極性と負極
性とのそれぞれについて示し、図１９に当該γ曲線を表すルックアップテーブルの例を示
す。階調レベル数は０～１０２３の１０２４通りとした。
【０１１９】
　図１６および図１８に示されるように、階調Ｃ・Ａの両極性のγ曲線（ガンマ曲線群、
第１のガンマ曲線群）のそれぞれは、階調Ｄ・Ｂの両極性のγ曲線（ガンマ曲線群、第２
のガンマ曲線群）の同じ極性のものよりも上にある。また、階調Ｃ・Ａについては、正極
性のソース電圧ＶＤの供給に用いられるγ曲線が負極性のソース電圧ＶＤの供給に用いら
れるγ曲線よりも上にあり、階調Ｄ・Ｂについては、正極性のソース電圧ＶＤの供給に用
いられるγ曲線が負極性のソース電圧ＶＤの供給に用いられるγ曲線よりも下にある。こ
れにより、同じ入力階調データに対して階調Ｃ・Ａは高階調のソース電圧ＶＡ、階調Ｄ・
Ｂは低階調のソース電圧ＶＡを供給することができる。
【０１２０】
　なお、以上はノーマリブラック表示の場合の説明であったが、ノーマリホワイト表示の
場合には、透過率が高くなるような電圧印加に対して液晶容量Ｃｌｃは次第に減少する過
渡応答を行い、透過率が低くなるような電圧印加に対して液晶容量Ｃｌｃは次第に増加す
る過渡応答を行うことが変わるのみであり、やはり、引き込み電圧ΔＶｄの補償を直前の
フレームで供給されるソース電圧ＶＤに対応して決定するようにすることで同様の効果を
得ることができる。
【０１２１】
　また、本実施例の変形例として、図２０に示すような６フレーム周期（Ｅ→Ｃ→Ａ→Ｆ
→Ｄ→Ｂ）の輝度変化を起す画素Ｐが設けられた表示パネル１２も考えられる。この場合
の輝度変化パターンとして、図２１に示すように、正弦波状、矩形波状、三角波状のもの
などが可能である。ルックアップテーブルとしては、Ｅ、Ｃ、Ａ、Ｆ、Ｄ、Ｂのそれぞれ
に両極性を独立に設けた１２種類が可能である。
【０１２２】
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　また、本実施例の変形例として、図２２および図２３に示すような８フレーム周期（Ｇ
→Ｅ→Ｃ→Ａ→Ｈ→Ｆ→Ｄ→Ｂ）の輝度変化を起す画素Ｐが設けられた表示パネル１２も
考えられる。この場合の輝度変化パターンとして、図２４に示すように、正弦波状、矩形
波状、三角波状のものなどが可能である。ルックアップテーブルとしては、Ｇ、Ｅ、Ｃ、
Ａ、Ｈ、Ｆ、Ｄ、Ｂのそれぞれに両極性を独立に設けた１６種類が可能である。
【０１２３】
　本実施例の液晶表示装置１１は、次のような液晶表示装置であると言える。
【０１２４】
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素電圧の実効値が変化し、
　　上記画素電圧の実効値変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　各上記Ｎフレームにおける第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）において上
記画素電圧の実効値が互いに異なる第１の画素と第２の画素とを含み、
　　上記第ｉフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧が正極性であり、
　　上記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームである第
ｉ{Ｎ／２後}フレームにおける第２の画素の上記画素電圧が負極性であり、
　　上記Ｎフレームにおける第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）に
おける上記第１の画素の上記画素電圧の極性と、上記一定期間において各上記第ｊフレー
ムからＮ／２フレーム後のフレームである第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画
素の上記画素電圧の極性とが互いに異なっており、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧の極性が正の場合に、上記
ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示するときに、上
記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧がＶＡとなるときの上記第ｊ{Ｎ／
２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　　または、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧の極性が正の場
合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示する
ときに、上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧がＶＡとなる
ときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴とする液晶表示装置。
【０１２５】
　第１の画素は、例えば図９の波形を示す画素Ｐであり、第２の画素は例えば図１０の波
形を示す画素Ｐである。このときＮ＝４である。
【０１２６】
　上記の発明によれば、第ｉフレームと第ｊフレームとでは互いにγ曲線が独立である。
また、第ｉフレームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立であり、第ｊフレ
ームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立である。従って、γ変換処理に含
める引き込み電圧の補償を、直前のフレームで供給されるソース電圧に対応して決定する
ことができるようになる。これにより、ソース電圧に対する引き込み電圧のデータ補正を
、実際に生じた引き込み電圧を適切に補償するものとすることができる。
【０１２７】
　従って、液晶印加電圧が最適対向電圧からずれてフリッカが発生することを回避するこ
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とができるとともに、異極性間で液晶実効電圧が揃うので交流駆動により液晶印加電圧の
直流成分をキャンセルすることができて信頼性を低下させずに済む。
【０１２８】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であって、引き
込み電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする液晶表示装置を実現することができるという効
果を奏する。
【０１２９】
　また、上記液晶表示装置は、
　上記一定期間における直前フレームからの上記画素電圧の実効値の増加量が各上記Ｎフ
レームにおいて最大となる所定フレームにおいて上記画素電圧の極性が正となる画素を上
記第１の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを上記
一定期間における上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームからαフレーム前（αは１≦α≦Ｎ／２－
１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＞ＶＣであってもよい。
【０１３０】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。
【０１３１】
　また、上記液晶表示装置は、
　上記一定期間における直前フレームからの上記画素電圧の実効値の減少量が各上記Ｎフ
レームにおいて最大となる所定フレームにおいて上記画素電圧の極性が正となる画素を上
記第１の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを上記
一定期間における上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームからαフレーム前（αは１≦α≦Ｎ／２－
１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＜ＶＣであってもよい。
【０１３２】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。
【０１３３】
　また、次の液晶表示装置であるとも言える。
【０１３４】
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素の輝度が変化し、
　　上記画素の輝度変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　各上記Ｎフレームにおける第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）において上
記輝度が互いに異なる第１の画素と第２の画素とを上記画素として含み、
　　上記第ｉフレームにおける上記第１の画素の画素電圧が正極性であり、
　　上記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームである第
ｉ{Ｎ／２後}フレームにおける第２の画素の上記画素電圧が負極性であり、
　　上記Ｎフレームにおける第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）に
おける上記第１の画素の上記画素電圧の極性と、上記一定期間において各上記第ｊフレー
ムからＮ／２フレーム後のフレームである第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画
素の上記画素電圧の極性とが互いに異なっており、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧の極性が正の場合に、上記
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ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示するときに、上
記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧がＶＡとなるときの上記第ｊ{Ｎ／
２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　　または、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧の極性が正の場
合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示する
ときに、上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧がＶＡとなる
ときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴とする液晶表示装置。
【０１３５】
　上記の発明によれば、γ変換処理に含める引き込み電圧の補償を、直前のフレームで供
給されるソース電圧に対応して決定することができるようになる。これにより、ソース電
圧に対する引き込み電圧のデータ補正を、実際に生じた引き込み電圧を適切に補償するも
のとすることができる。
【０１３６】
　従って、液晶印加電圧が最適対向電圧からずれてフリッカが発生することを回避するこ
とができるとともに、異極性間で液晶実効電圧が揃うので交流駆動により液晶印加電圧の
直流成分をキャンセルすることができて信頼性を低下させずに済む。
【０１３７】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であって、引き
込み電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする液晶表示装置を実現することができるという効
果を奏する。
【０１３８】
　また、上記液晶表示装置は、
　直前フレームの輝度変化が輝度の減少する変化であって、自フレームにおいて輝度変化
が上昇に変化する所定フレームにおいて、上記画素電圧の極性が正となる画素を上記第１
の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを上記一定期
間における上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームからαフレーム前（αは１≦α≦Ｎ／２－１の所
定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＞ＶＣであってもよい。
【０１３９】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。
【０１４０】
　また、上記液晶表示装置は、
　直前フレームの輝度変化が輝度の増加する変化であって、自フレームにおいて輝度変化
が減少に変化する所定フレームにおいて、上記画素電圧の極性が正となる画素を上記第１
の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを上記一定期
間における上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームからαフレーム前（αは１≦α≦Ｎ／２－１の所
定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＜ＶＣであってもよい。
【０１４１】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。



(32) JP WO2011/065063 A1 2011.6.3

10

20

30

40

50

【０１４２】
　以上、各実施例について説明した。
【０１４３】
　なお、温度によって液晶の応答や誘電率等の物性値が変化するため、引き込み電圧ΔＶ
ｄがずれる現象が起こりえる。従って、その差を補償するために温度別にΔＶｄ補正パラ
メータを設定するようにしてもよい。すなわち、前記ＶＡとＶＢとＶＣとは表示パネル１
２の表面温度に応じて独立に設定されていてもよい。これにより、環境温度が変化しても
ΔＶｄズレによるフリッカや直流成分印加による焼き付きを防ぐことができる。
【０１４４】
　また、表示パネル１２のパネル面内では配線抵抗・容量の負荷によって引き込み電圧Δ
Ｖｄが異なるため、その差に応じて、ΔＶｄ補正量を、図２６に示す点Ｑ１～点Ｑ１５の
各点のように、パネル面内で変化させるようにしてもよい。バックライトのランプ位置（
エッジランプなど）によって面内で温度分布を有する場合なども同様に、引き込み電圧が
異なるため、その差に応じてΔＶｄ補正量をパネル面内で変化させるようにしてもよい。
すなわち、前記ＶＡとＶＢとＶＣとは表示パネル１２上の位置に応じて独立に設定されて
いてもよい。これにより、パネル全面に亘って、ΔＶｄズレによるフリッカを防止すると
とも、直流成分印加による焼き付きを防止して信頼性を向上させることができる。
【０１４５】
　以上に述べてきたように、
　本発明の液晶表示装置は、前記課題を解決するために、
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素電圧の実効値が変化し、
　　上記画素電圧の実効値変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　各上記Ｎフレームにおける第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）において上
記画素電圧の実効値が互いに異なる第１の画素と第２の画素とを含み、
　　上記第ｉフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧が正極性であり、
　　上記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームである第
ｉ{Ｎ／２後}フレームにおける第２の画素の上記画素電圧が負極性であり、
　　上記Ｎフレームにおける第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）に
おける上記第１の画素の上記画素電圧の極性と、上記一定期間において各上記第ｊフレー
ムからＮ／２フレーム後のフレームである第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画
素の上記画素電圧の極性とが互いに異なっており、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧の極性が正の場合に、上記
ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示するときに、上
記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧がＶＡとなるときの上記第ｊ{Ｎ／
２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　　または、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧の極性が正の場
合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示する
ときに、上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧がＶＡとなる
ときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴としている。
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【０１４６】
　上記の発明によれば、第ｉフレームと第ｊフレームとでは互いにγ曲線が独立である。
また、第ｉフレームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立であり、第ｊフレ
ームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立である。従って、γ変換処理に含
める引き込み電圧の補償を、直前のフレームで供給されるソース電圧に対応して決定する
ことができるようになる。これにより、ソース電圧に対する引き込み電圧のデータ補正を
、実際に生じた引き込み電圧を適切に補償するものとすることができる。
【０１４７】
　従って、液晶印加電圧が最適対向電圧からずれてフリッカが発生することを回避するこ
とができるとともに、異極性間で液晶実効電圧が揃うので交流駆動により液晶印加電圧の
直流成分をキャンセルすることができて信頼性を低下させずに済む。
【０１４８】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であって、引き
込み電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする液晶表示装置を実現することができるという効
果を奏する。
【０１４９】
　本発明の液晶表示装置は、前記課題を解決するために、
　上記一定期間における直前フレームからの上記画素電圧の実効値の増加量が各上記Ｎフ
レームにおいて最大となる所定フレームにおいて上記画素電圧の極性が正となる画素を上
記第１の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを上記
一定期間における上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームからαフレーム前（αは１≦α≦Ｎ／２－
１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＞ＶＣであることを特徴としている。
【０１５０】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。
【０１５１】
　本発明の液晶表示装置は、前記課題を解決するために、
　上記一定期間における直前フレームからの上記画素電圧の実効値の減少量が各上記Ｎフ
レームにおいて最大となる所定フレームにおいて上記画素電圧の極性が正となる画素を上
記第１の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを上記
一定期間における上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームからαフレーム前（αは１≦α≦Ｎ／２－
１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＜ＶＣであることを特徴としている。
【０１５２】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。
【０１５３】
　本発明の液晶表示装置は、前記課題を解決するために、
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素の輝度が変化し、
　　上記画素の輝度変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　各上記Ｎフレームにおける第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）において上
記輝度が互いに異なる第１の画素と第２の画素とを上記画素として含み、
　　上記第ｉフレームにおける上記第１の画素の画素電圧が正極性であり、
　　上記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームである第
ｉ{Ｎ／２後}フレームにおける第２の画素の上記画素電圧が負極性であり、
　　上記Ｎフレームにおける第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）に
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おける上記第１の画素の上記画素電圧の極性と、上記一定期間において各上記第ｊフレー
ムからＮ／２フレーム後のフレームである第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画
素の上記画素電圧の極性とが互いに異なっており、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧の極性が正の場合に、上記
ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示するときに、上
記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧がＶＡとなるときの上記第ｊ{Ｎ／
２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　　または、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧の極性が正の場
合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示する
ときに、上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧がＶＡとなる
ときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴としている。
【０１５４】
　上記の発明によれば、第ｉフレームと第ｊフレームとでは互いにγ曲線が独立である。
また、第ｉフレームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立であり、第ｊフレ
ームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立である。従って、γ変換処理に含
める引き込み電圧の補償を、直前のフレームで供給されるソース電圧に対応して決定する
ことができるようになる。これにより、ソース電圧に対する引き込み電圧のデータ補正を
、実際に生じた引き込み電圧を適切に補償するものとすることができる。
【０１５５】
　従って、液晶印加電圧が最適対向電圧からずれてフリッカが発生することを回避するこ
とができるとともに、異極性間で液晶実効電圧が揃うので交流駆動により液晶印加電圧の
直流成分をキャンセルすることができて信頼性を低下させずに済む。
【０１５６】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であって、引き
込み電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする液晶表示装置を実現することができるという効
果を奏する。
【０１５７】
　本発明の液晶表示装置は、前記課題を解決するために、
　直前フレームの輝度変化が輝度の減少する変化であって、自フレームにおいて輝度変化
が上昇に変化する所定フレームにおいて、上記画素電圧の極性が正となる画素を上記第１
の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを上記一定期
間における上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームからαフレーム前（αは１≦α≦Ｎ／２－１の所
定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＞ＶＣであることを特徴としている。
【０１５８】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。
【０１５９】
　本発明の液晶表示装置は、前記課題を解決するために、
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　直前フレームの輝度変化が輝度の増加する変化であって、自フレームにおいて輝度変化
が減少に変化する所定フレームにおいて、上記画素電圧の極性が正となる画素を上記第１
の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを上記一定期
間における上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームからαフレーム前（αは１≦α≦Ｎ／２－１の所
定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＜ＶＣであることを特徴としている。
【０１６０】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。
【０１６１】
　本発明の液晶表示装置は、前記課題を解決するために、
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素電圧の実効値が変化し、
　　上記画素電圧の実効値変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　第１の画素と第２の画素とを含み、
　　第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）における上記第１の画素の上記画素電
圧が正極性であり、上記第ｉフレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧が負極性で
あり、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、上記
第ｉフレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢとし、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第１の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　　または、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第２の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴としている。
【０１６２】
　上記の発明によれば、第ｉフレームと第ｊフレームとでは互いにγ曲線が独立である。
また、第ｉフレームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立であり、第ｊフレ
ームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立である。従って、γ変換処理に含
める引き込み電圧の補償を、直前のフレームで供給されるソース電圧に対応して決定する
ことができるようになる。これにより、ソース電圧に対する引き込み電圧のデータ補正を
、実際に生じた引き込み電圧を適切に補償するものとすることができる。
【０１６３】
　従って、液晶印加電圧が最適対向電圧からずれてフリッカが発生することを回避するこ
とができるとともに、異極性間で液晶実効電圧が揃うので交流駆動により液晶印加電圧の
直流成分をキャンセルすることができて信頼性を低下させずに済む。
【０１６４】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であって、引き
込み電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする液晶表示装置を実現することができるという効
果を奏する。
【０１６５】
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　本発明の液晶表示装置は、前記課題を解決するために、
　上記一定期間における直前フレームからの上記画素電圧の実効値の増加量が各上記Ｎフ
レームにおいて最大となる所定フレームにおいて上記画素電圧の極性が正となる画素を上
記第１の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを、上
記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームからαフレーム
前（αは１≦α≦Ｎ／２－１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＞ＶＣであることを特徴としている。
【０１６６】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。
【０１６７】
　本発明の液晶表示装置は、前記課題を解決するために、
　上記一定期間における直前フレームからの上記画素電圧の実効値の減少量が各上記Ｎフ
レームにおいて最大となる所定フレームにおいて上記画素電圧の極性が正となる画素を上
記第１の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを、上
記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームからαフレーム
前（αは１≦α≦Ｎ／２－１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＜ＶＣであることを特徴としている。
【０１６８】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。
【０１６９】
　本発明の液晶表示装置は、前記課題を解決するために、
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素の輝度が変化し、
　　上記画素の輝度変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　第１の画素と第２の画素とを含み、
　　第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）における上記第１の画素の画素電圧が
正極性であり、上記第ｉフレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧が負極性であり
、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、上記
第ｉフレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢとし、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第１の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　　または、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第２の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴としている。
【０１７０】
　上記の発明によれば、第ｉフレームと第ｊフレームとでは互いにγ曲線が独立である。
また、第ｉフレームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立であり、第ｊフレ
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ームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立である。従って、γ変換処理に含
める引き込み電圧の補償を、直前のフレームで供給されるソース電圧に対応して決定する
ことができるようになる。これにより、ソース電圧に対する引き込み電圧のデータ補正を
、実際に生じた引き込み電圧を適切に補償するものとすることができる。
【０１７１】
　従って、液晶印加電圧が最適対向電圧からずれてフリッカが発生することを回避するこ
とができるとともに、異極性間で液晶実効電圧が揃うので交流駆動により液晶印加電圧の
直流成分をキャンセルすることができて信頼性を低下させずに済む。
【０１７２】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であって、引き
込み電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする液晶表示装置を実現することができるという効
果を奏する。
【０１７３】
　本発明の液晶表示装置は、前記課題を解決するために、
　直前フレームの輝度変化が輝度の減少する変化であって、自フレームにおいて輝度変化
が上昇に変化する所定フレームにおいて、上記画素電圧の極性が正となる画素を上記第１
の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを、上記一定
期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームからαフレーム前（α
は１≦α≦Ｎ／２－１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＞ＶＣであることを特徴としている。
【０１７４】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。
【０１７５】
　本発明の液晶表示装置は、前記課題を解決するために、
　直前フレームの輝度変化が輝度の増加する変化であって、自フレームにおいて輝度変化
が減少に変化する所定フレームにおいて、上記画素電圧の極性が正となる画素を上記第１
の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを、上記一定
期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームからαフレーム前（α
は１≦α≦Ｎ／２－１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＜ＶＣであることを特徴としている。
【０１７６】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。
【０１７７】
　本発明の液晶表示装置は、前記課題を解決するために、
　ＶＡとＶＢとＶＣとが液晶表示パネルの表面温度に応じて独立して設定されていること
を特徴としている。
【０１７８】
　上記の発明によれば、環境温度が変化してもΔＶｄズレによるフリッカや直流成分印加
による表示素子の焼き付きを防ぐことができるという効果を奏する。
【０１７９】
　本発明の液晶表示装置は、前記課題を解決するために、
　ＶＡとＶＢとＶＣとが液晶表示パネル上の位置に応じて独立して設定されていることを
特徴としている。
【０１８０】
　上記の発明によれば、パネル全面に亘って、ΔＶｄズレによるフリッカを防止するとと
も、直流成分印加による表示素子の焼き付きを防止して信頼性を向上させることができる
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という効果を奏する。
【０１８１】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、前記課題を解決するために、
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素電圧の実効値が変化し、
　　上記画素電圧の実効値変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　各上記Ｎフレームにおける第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）において上
記画素電圧の実効値が互いに異なる第１の画素と第２の画素とを含み、
　　上記第ｉフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧が正極性であり、
　　上記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームである第
ｉ{Ｎ／２後}フレームにおける第２の画素の上記画素電圧が負極性であり、
　　上記Ｎフレームにおける第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）に
おける上記第１の画素の上記画素電圧の極性と、上記一定期間において各上記第ｊフレー
ムからＮ／２フレーム後のフレームである第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画
素の上記画素電圧の極性とが互いに異なっており、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧の極性が正の場合に、上記
ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示するときに、上
記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧がＶＡとなるときの上記第ｊ{Ｎ／
２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　　または、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧の極性が正の場
合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示する
ときに、上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧がＶＡとなる
ときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴としている。
【０１８２】
　上記の発明によれば、第ｉフレームと第ｊフレームとでは互いにγ曲線が独立である。
また、第ｉフレームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立であり、第ｊフレ
ームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立である。従って、γ変換処理に含
める引き込み電圧の補償を、直前のフレームで供給されるソース電圧に対応して決定する
ことができるようになる。これにより、ソース電圧に対する引き込み電圧のデータ補正を
、実際に生じた引き込み電圧を適切に補償するものとすることができる。
【０１８３】
　従って、液晶印加電圧が最適対向電圧からずれてフリッカが発生することを回避するこ
とができるとともに、異極性間で液晶実効電圧が揃うので交流駆動により液晶印加電圧の
直流成分をキャンセルすることができて信頼性を低下させずに済む。
【０１８４】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であって、引き
込み電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする液晶表示装置の駆動方法を実現することができ
るという効果を奏する。
【０１８５】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、前記課題を解決するために、
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　上記一定期間における直前フレームからの上記画素電圧の実効値の増加量が各上記Ｎフ
レームにおいて最大となる所定フレームにおいて上記画素電圧の極性が正となる画素を上
記第１の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを上記
一定期間における上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームからαフレーム前（αは１≦α≦Ｎ／２－
１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＞ＶＣであることを特徴としている。
【０１８６】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。
【０１８７】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、前記課題を解決するために、
　上記一定期間における直前フレームからの上記画素電圧の実効値の減少量が各上記Ｎフ
レームにおいて最大となる所定フレームにおいて上記画素電圧の極性が正となる画素を上
記第１の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを上記
一定期間における上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームからαフレーム前（αは１≦α≦Ｎ／２－
１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＜ＶＣであることを特徴としている。
【０１８８】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。
【０１８９】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、前記課題を解決するために、
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素の輝度が変化し、
　　上記画素の輝度変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　各上記Ｎフレームにおける第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）において上
記輝度が互いに異なる第１の画素と第２の画素とを上記画素として含み、
　　上記第ｉフレームにおける上記第１の画素の画素電圧が正極性であり、
　　上記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームである第
ｉ{Ｎ／２後}フレームにおける第２の画素の上記画素電圧が負極性であり、
　　上記Ｎフレームにおける第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）に
おける上記第１の画素の上記画素電圧の極性と、上記一定期間において各上記第ｊフレー
ムからＮ／２フレーム後のフレームである第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画
素の上記画素電圧の極性とが互いに異なっており、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊフレームにおける上記第１の画素の上記画素電圧の極性が正の場合に、上記
ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示するときに、上
記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧がＶＡとなるときの上記第ｊ{Ｎ／
２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　　または、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢ
とし、
　　上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧の極性が正の場
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合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の階調を上記一定期間表示する
ときに、上記第ｊ{Ｎ／２後}フレームにおける上記第２の画素のソース電圧がＶＡとなる
ときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣとするとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴としている。
【０１９０】
　上記の発明によれば、第ｉフレームと第ｊフレームとでは互いにγ曲線が独立である。
また、第ｉフレームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立であり、第ｊフレ
ームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立である。従って、γ変換処理に含
める引き込み電圧の補償を、直前のフレームで供給されるソース電圧に対応して決定する
ことができるようになる。これにより、ソース電圧に対する引き込み電圧のデータ補正を
、実際に生じた引き込み電圧を適切に補償するものとすることができる。
【０１９１】
　従って、液晶印加電圧が最適対向電圧からずれてフリッカが発生することを回避するこ
とができるとともに、異極性間で液晶実効電圧が揃うので交流駆動により液晶印加電圧の
直流成分をキャンセルすることができて信頼性を低下させずに済む。
【０１９２】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であって、引き
込み電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする液晶表示装置の駆動方法を実現することができ
るという効果を奏する。
【０１９３】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、前記課題を解決するために、
　直前フレームの輝度変化が輝度の減少する変化であって、自フレームにおいて輝度変化
が上昇に変化する所定フレームにおいて、上記画素電圧の極性が正となる画素を上記第１
の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを上記一定期
間における上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームからαフレーム前（αは１≦α≦Ｎ／２－１の所
定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＞ＶＣであることを特徴としている。
【０１９４】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。
【０１９５】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、前記課題を解決するために、
　直前フレームの輝度変化が輝度の増加する変化であって、自フレームにおいて輝度変化
が減少に変化する所定フレームにおいて、上記画素電圧の極性が正となる画素を上記第１
の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを上記一定期
間における上記第ｉ{Ｎ／２後}フレームからαフレーム前（αは１≦α≦Ｎ／２－１の所
定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＜ＶＣであることを特徴としている。
【０１９６】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。
【０１９７】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、前記課題を解決するために、
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素電圧の実効値が変化し、
　　上記画素電圧の実効値変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　第１の画素と第２の画素とを含み、
　　第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）における上記第１の画素の上記画素電
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圧が正極性であり、上記第ｉフレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧が負極性で
あり、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、上記
第ｉフレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢとし、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第１の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　　または、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第２の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴としている。
【０１９８】
　上記の発明によれば、第ｉフレームと第ｊフレームとでは互いにγ曲線が独立である。
また、第ｉフレームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立であり、第ｊフレ
ームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立である。従って、γ変換処理に含
める引き込み電圧の補償を、直前のフレームで供給されるソース電圧に対応して決定する
ことができるようになる。これにより、ソース電圧に対する引き込み電圧のデータ補正を
、実際に生じた引き込み電圧を適切に補償するものとすることができる。
【０１９９】
　従って、液晶印加電圧が最適対向電圧からずれてフリッカが発生することを回避するこ
とができるとともに、異極性間で液晶実効電圧が揃うので交流駆動により液晶印加電圧の
直流成分をキャンセルすることができて信頼性を低下させずに済む。
【０２００】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であって、引き
込み電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする液晶表示装置の駆動方法を実現することができ
るという効果を奏する。
【０２０１】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、前記課題を解決するために、
　上記一定期間における直前フレームからの上記画素電圧の実効値の増加量が各上記Ｎフ
レームにおいて最大となる所定フレームにおいて上記画素電圧の極性が正となる画素を上
記第１の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを、上
記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームからαフレーム
前（αは１≦α≦Ｎ／２－１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＞ＶＣであることを特徴としている。
【０２０２】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。
【０２０３】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、前記課題を解決するために、
　上記一定期間における直前フレームからの上記画素電圧の実効値の減少量が各上記Ｎフ
レームにおいて最大となる所定フレームにおいて上記画素電圧の極性が正となる画素を上
記第１の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを、上
記一定期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームからαフレーム
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前（αは１≦α≦Ｎ／２－１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＜ＶＣであることを特徴としている。
【０２０４】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。
【０２０５】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、前記課題を解決するために、
　ある階調を一定期間表示するときに、
　　画素の輝度が変化し、
　　上記画素の輝度変化の周期がＮフレーム（Ｎは２以上の偶数）であって、
　　第１の画素と第２の画素とを含み、
　　第ｉフレーム（ｉは１≦ｉ≦Ｎの所定の整数）における上記第１の画素の画素電圧が
正極性であり、上記第ｉフレームにおける上記第２の画素の上記画素電圧が負極性であり
、
　上記ある階調として第１の階調を上記一定期間表示するときに、
　　上記第ｉフレームにおいて上記第１の画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、上記
第ｉフレームにおいて上記第２の画素に入力されるソース電圧をＶＢとし、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第１の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　　または、
　　第ｊフレーム（ｊは１≦ｊ≦Ｎかつｉ≠ｊの所定の整数）における上記第２の画素の
上記画素電圧の極性が正の場合に、上記ある階調として上記第１の階調とは異なる第２の
階調を上記一定期間表示するときに、上記第ｊフレームにおける上記第２の画素のソース
電圧がＶＡとなるときの上記第ｊフレームにおける上記第１の画素のソース電圧をＶＣと
するとき、
　ＶＢとＶＣとが互いに異なっていることを特徴としている。
【０２０６】
　上記の発明によれば、第ｉフレームと第ｊフレームとでは互いにγ曲線が独立である。
また、第ｉフレームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立であり、第ｊフレ
ームの正極性のγ曲線と負極性のγ曲線とは互いに独立である。従って、γ変換処理に含
める引き込み電圧の補償を、直前のフレームで供給されるソース電圧に対応して決定する
ことができるようになる。これにより、ソース電圧に対する引き込み電圧のデータ補正を
、実際に生じた引き込み電圧を適切に補償するものとすることができる。
【０２０７】
　従って、液晶印加電圧が最適対向電圧からずれてフリッカが発生することを回避するこ
とができるとともに、異極性間で液晶実効電圧が揃うので交流駆動により液晶印加電圧の
直流成分をキャンセルすることができて信頼性を低下させずに済む。
【０２０８】
　以上により、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であって、引き
込み電圧ΔＶｄの補償を適正なものとする液晶表示装置の駆動方法を実現することができ
るという効果を奏する。
【０２０９】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、前記課題を解決するために、
　直前フレームの輝度変化が輝度の減少する変化であって、自フレームにおいて輝度変化
が上昇に変化する所定フレームにおいて、上記画素電圧の極性が正となる画素を上記第１
の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを、上記一定
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期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームからαフレーム前（α
は１≦α≦Ｎ／２－１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＞ＶＣであることを特徴としている。
【０２１０】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。
【０２１１】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、前記課題を解決するために、
　直前フレームの輝度変化が輝度の増加する変化であって、自フレームにおいて輝度変化
が減少に変化する所定フレームにおいて、上記画素電圧の極性が正となる画素を上記第１
の画素とし、上記第ｉフレームを上記所定フレームとし、上記第ｊフレームを、上記一定
期間において各上記第ｉフレームからＮ／２フレーム後のフレームからαフレーム前（α
は１≦α≦Ｎ／２－１の所定の整数）のフレームとするとき、
　ＶＢ＜ＶＣであることを特徴としている。
【０２１２】
　上記の発明によれば、画素の時間的な輝度変化によって表示を行う液晶表示装置であっ
て、引き込み電圧ΔＶｄの補償を最適なものとする液晶表示装置を容易に実現することが
できるという効果を奏する。
【０２１３】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、前記課題を解決するために、
　ＶＡとＶＢとＶＣとが液晶表示パネルの表面温度に応じて独立して設定されていること
を特徴としている。
【０２１４】
　上記の発明によれば、環境温度が変化してもΔＶｄズレによるフリッカや直流成分印加
による表示素子の焼き付きを防ぐことができるという効果を奏する。
【０２１５】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、前記課題を解決するために、
　ＶＡとＶＢとＶＣとが液晶表示パネル上の位置に応じて独立して設定されていることを
特徴としている。
【０２１６】
　上記の発明によれば、パネル全面に亘って、ΔＶｄズレによるフリッカを防止するとと
も、直流成分印加による表示素子の焼き付きを防止して信頼性を向上させることができる
という効果を奏する。
【０２１７】
　本発明は上記の実施の形態に限定されるものではなく、上記実施の形態を技術常識に基
づいて適宜変更したものやそれらを組み合わせて得られるものも本発明の実施の形態に含
まれる。
【産業上の利用可能性】
【０２１８】
　本発明は、アクティブマトリクス型の表示装置に好適に使用することができる。
【符号の説明】
【０２１９】
１１　　　　　　液晶表示装置
ＶＤ　　　　　　ソース電圧
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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月15日(2012.5.15)
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１画素および第２画素においてある階調を一定期間表示するときに、
　　各画素の画素電圧の実効値が変化し、
　　上記画素電圧の実効値変化の周期がＮフレーム（Ｎは４以上の偶数）であって、
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　　上記Ｎフレームは、第１期間と第２期間とを含み、
　　上記第１期間の上記第１画素の画素電圧の実効値は、上記第２期間の上記第１画素の
画素電圧の実効値よりも大きく、
　　上記第１期間の上記第２画素の画素電圧の実効値は、上記第２期間の上記第２画素の
画素電圧の実効値よりも小さく、
　　上記第１期間の最初のフレームを第Ｉフレームとし、
　　上記第２期間の最初のフレームを第Ｊフレームとし、
　　上記第Ｉフレームにおける上記第１画素の画素電圧が第１極性であり、
　　上記第１期間のうちの、上記第Ｉフレームとは異なる第Ｋフレームにおける上記第１
画素の画素電圧が上記第１極性とは異なる第２極性であり、
　　上記第２期間のうちの、上記第Ｊフレームとは異なる第Ｌフレームにおける上記第２
画素の画素電圧が上記第１極性であり、
　　上記第Ｊフレームにおける上記第２画素の画素電圧が上記第２極性であり、
　上記第１画素および上記第２画素においてある階調として第１階調を一定期間表示する
ときの、
　　上記第Ｉフレームにおいて上記第１画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第Ｊフレームにおいて上記第２画素に入力されるソース電圧をＶＢとし、
　上記第１画素および上記第２画素においてある階調として第２階調を一定期間表示する
ときの、
　　上記第Ｌフレームにおいて上記第２画素に入力されるソース電圧をＶＡ’とし、
　　上記第Ｋフレームにおいて上記第１画素に入力されるソース電圧をＶＣとし、
　ＶＡ＝ＶＡ’となるような上記第１階調および上記第２階調において、ＶＢ＞ＶＣとな
ることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　上記第１期間の上記第Ｉフレームにおける上記第１画素の画素電圧の実効値は、上記第
Ｉフレームの直前のフレームにおける上記第１画素の画素電圧の実効値よりも大きく、
　上記第２期間の上記第Ｊフレームにおける上記第２画素の画素電圧の実効値は、上記第
Ｊフレームの直前のフレームにおける上記第２画素の画素電圧の実効値よりも大きいこと
を特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　ノーマリブラックの液晶表示装置であって、
　第１画素および第２画素においてある階調を一定期間表示するときに、
　　各画素の輝度が変化し、
　　各画素の輝度変化の周期がＮフレーム（Ｎは４以上の偶数）であって、
　　上記Ｎフレームは、第１期間と第２期間とを含み、
　　上記第１期間の上記第１画素の輝度は、上記第２期間の上記第１画素の輝度よりも大
きく、
　　上記第１期間の上記第２画素の輝度は、上記第２期間の上記第２画素の輝度よりも小
さく、
　　上記第１期間の最初のフレームを第Ｉフレームとし、
　　上記第２期間の最初のフレームを第Ｊフレームとし、
　　上記第Ｉフレームにおける上記第１画素の画素電圧が第１極性であり、
　　上記第１期間のうちの、上記第Ｉフレームとは異なる第Ｋフレームにおける上記第１
画素の画素電圧が上記第１極性とは異なる第２極性であり、
　　上記第２期間のうちの、上記第Ｊフレームとは異なる第Ｌフレームにおける上記第２
画素の画素電圧が上記第１極性であり、
　　上記第Ｊフレームにおける上記第２画素の画素電圧が上記第２極性であり、
　上記第１画素および上記第２画素においてある階調として第１階調を一定期間表示する
ときの、
　　上記第Ｉフレームにおいて上記第１画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
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　　上記第Ｊフレームにおいて上記第２画素に入力されるソース電圧をＶＢとし、
　上記第１画素および上記第２画素においてある階調として第２階調を一定期間表示する
ときの、
　　上記第Ｌフレームにおいて上記第２画素に入力されるソース電圧をＶＡ’とし、
　　上記第Ｋフレームにおいて上記第１画素に入力されるソース電圧をＶＣとし、
　ＶＡ＝ＶＡ’となるような上記第１階調および上記第２階調において、ＶＢ＞ＶＣとな
ることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　上記第１期間の上記第Ｉフレームにおける上記第１画素の輝度は、上記第Ｉフレームの
直前のフレームにおける上記第１画素の輝度よりも大きく、
　上記第２期間の上記第Ｊフレームにおける上記第２画素の輝度は、上記第Ｊフレームの
直前のフレームにおける上記第２画素の輝度よりも大きいことを特徴とする請求項３に記
載の液晶表示装置。
【請求項５】
　上記第１極性は、正極性であり、
　ＶＡ＝ＶＡ’となるような上記第１階調および上記第２階調において、上記第２階調は
上記第１階調より大きいことを特徴とする請求項３または４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　ノーマリホワイトの液晶表示装置であって、
　第１画素および第２画素においてある階調を一定期間表示するときに、
　　各画素の輝度が変化し、
　　各画素の輝度変化の周期がＮフレーム（Ｎは４以上の偶数）であって、
　　上記Ｎフレームは、第１期間と第２期間とを含み、
　　上記第１期間の上記第１画素の輝度は、上記第２期間の上記第１画素の輝度よりも小
さく、
　　上記第１期間の上記第２画素の輝度は、上記第２期間の上記第２画素の輝度よりも大
きく、
　　上記第１期間の最初のフレームを第Ｉフレームとし、
　　上記第２期間の最初のフレームを第Ｊフレームとし、
　　上記第Ｉフレームにおける上記第１画素の画素電圧が第１極性であり、
　　上記第１期間のうちの、上記第Ｉフレームとは異なる第Ｋフレームにおける上記第１
画素の画素電圧が上記第１極性とは異なる第２極性であり、
　　上記第２期間のうちの、上記第Ｊフレームとは異なる第Ｌフレームにおける上記第２
画素の画素電圧が上記第１極性であり、
　　上記第Ｊフレームにおける上記第２画素の画素電圧が上記第２極性であり、
　上記第１画素および上記第２画素においてある階調として第１階調を一定期間表示する
ときの、
　　上記第Ｉフレームにおいて上記第１画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第Ｊフレームにおいて上記第２画素に入力されるソース電圧をＶＢとし、
　上記第１画素および上記第２画素においてある階調として第２階調を一定期間表示する
ときの、
　　上記第Ｌフレームにおいて上記第２画素に入力されるソース電圧をＶＡ’とし、
　　上記第Ｋフレームにおいて上記第１画素に入力されるソース電圧をＶＣとし、
　ＶＡ＝ＶＡ’となるような上記第１階調および上記第２階調において、ＶＢ＞ＶＣとな
ることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】
　上記第１期間の上記第Ｉフレームにおける上記第１画素の輝度は、上記第Ｉフレームの
直前のフレームにおける上記第１画素の輝度よりも小さく、
　上記第２期間の上記第Ｊフレームにおける上記第２画素の輝度は、上記第Ｊフレームの
直前のフレームにおける上記第２画素の輝度よりも小さいことを特徴とする請求項６に記



(62) JP WO2011/065063 A1 2011.6.3

載の液晶表示装置。
【請求項８】
　上記第１極性は、正極性であり、
　ＶＡ＝ＶＡ’となるような上記第１階調および上記第２階調において、上記第１階調は
上記第２階調より大きいことを特徴とする請求項６または７に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　上記第１画素および上記第２画素の画素電圧の極性は、それぞれ、フレーム毎に反転す
ることを特徴とする請求項１から８のいずれか一項に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　第１画素および第２画素においてある階調を一定期間表示するときに、
　　各画素の画素電圧の実効値が周期的に変化し、
　　第Ｉフレームにおける上記第１画素の画素電圧の実効値は、上記第Ｉフレームの直前
のフレームにおける上記第１画素の画素電圧の実効値よりも大きく、
　　第Ｊフレームにおける上記第１画素の画素電圧の実効値は、上記第Ｊフレームの直前
のフレームにおける上記第１画素の画素電圧の実効値よりも小さく、
　　上記第Ｉフレームにおける上記第２画素の画素電圧の実効値は、上記第Ｉフレームの
直前のフレームにおける上記第２画素の画素電圧の実効値よりも大きく、
　　上記第Ｊフレームにおける上記第２画素の画素電圧の実効値は、上記第Ｊフレームの
直前のフレームにおける上記第２画素の画素電圧の実効値よりも小さく、
　　上記第Ｉフレームにおける上記第１画素の画素電圧が第１極性であり、
　　上記第Ｊフレームにおける上記第１画素の画素電圧が上記第１極性であり、
　　上記第Ｉフレームにおける上記第２画素の画素電圧が上記第１極性とは異なる第２極
性であり、
　　上記第Ｊフレームにおける上記第２画素の画素電圧が上記第２極性であり、
　上記第１画素および上記第２画素においてある階調として第１階調を一定期間表示する
ときの、
　　上記第Ｉフレームにおいて上記第１画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第Ｉフレームにおいて上記第２画素に入力されるソース電圧をＶＢとし、
　上記第１画素および上記第２画素においてある階調として第２階調を一定期間表示する
ときの、
　　上記第Ｊフレームにおいて上記第１画素に入力されるソース電圧をＶＡ’とし、
　　上記第Ｊフレームにおいて上記第２画素に入力されるソース電圧をＶＣとし、
　ＶＡ＝ＶＡ’となるような上記第１階調および上記第２階調において、ＶＢ＞ＶＣとな
ることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１１】
　ノーマリブラックの液晶表示装置であって、
　第１画素および第２画素においてある階調を一定期間表示するときに、
　　各画素の輝度が周期的に変化し、
　　第Ｉフレームにおける上記第１画素の輝度は、上記第Ｉフレームの直前のフレームに
おける上記第１画素の輝度よりも大きく、
　　第Ｊフレームにおける上記第１画素の輝度は、上記第Ｊフレームの直前のフレームに
おける上記第１画素の輝度よりも小さく、
　　上記第Ｉフレームにおける上記第２画素の輝度は、上記第Ｉフレームの直前のフレー
ムにおける上記第２画素の輝度よりも大きく、
　　上記第Ｊフレームにおける上記第２画素の輝度は、上記第Ｊフレームの直前のフレー
ムにおける上記第２画素の輝度よりも小さく、
　　上記第Ｉフレームにおける上記第１画素の画素電圧が第１極性であり、
　　上記第Ｊフレームにおける上記第１画素の画素電圧が上記第１極性であり、
　　上記第Ｉフレームにおける上記第２画素の画素電圧が上記第１極性とは異なる第２極
性であり、
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　　上記第Ｊフレームにおける上記第２画素の画素電圧が上記第２極性であり、
　上記第１画素および上記第２画素においてある階調として第１階調を一定期間表示する
ときの、
　　上記第Ｉフレームにおいて上記第１画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第Ｉフレームにおいて上記第２画素に入力されるソース電圧をＶＢとし、
　上記第１画素および上記第２画素においてある階調として第２階調を一定期間表示する
ときの、
　　上記第Ｊフレームにおいて上記第１画素に入力されるソース電圧をＶＡ’とし、
　　上記第Ｊフレームにおいて上記第２画素に入力されるソース電圧をＶＣとし、
　ＶＡ＝ＶＡ’となるような上記第１階調および上記第２階調において、ＶＢ＞ＶＣとな
ることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１２】
　上記第１極性は、正極性であり、
　ＶＡ＝ＶＡ’となるような上記第１階調および上記第２階調において、上記第２階調は
上記第１階調より大きいことを特徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　ノーマリホワイトの液晶表示装置であって、
　第１画素および第２画素においてある階調を一定期間表示するときに、
　　各画素の輝度が周期的に変化し、
　　第Ｉフレームにおける上記第１画素の輝度は、上記第Ｉフレームの直前のフレームに
おける上記第１画素の輝度よりも小さく、
　　第Ｊフレームにおける上記第１画素の輝度は、上記第Ｊフレームの直前のフレームに
おける上記第１画素の輝度よりも大きく、
　　上記第Ｉフレームにおける上記第２画素の輝度は、上記第Ｉフレームの直前のフレー
ムにおける上記第２画素の輝度よりも小さく、
　　上記第Ｊフレームにおける上記第２画素の輝度は、上記第Ｊフレームの直前のフレー
ムにおける上記第２画素の輝度よりも大きく、
　　上記第Ｉフレームにおける上記第１画素の画素電圧が第１極性であり、
　　上記第Ｊフレームにおける上記第１画素の画素電圧が上記第１極性であり、
　　上記第Ｉフレームにおける上記第２画素の画素電圧が上記第１極性とは異なる第２極
性であり、
　　上記第Ｊフレームにおける上記第２画素の画素電圧が上記第２極性であり、
　上記第１画素および上記第２画素においてある階調として第１階調を一定期間表示する
ときの、
　　上記第Ｉフレームにおいて上記第１画素に入力されるソース電圧をＶＡとし、
　　上記第Ｉフレームにおいて上記第２画素に入力されるソース電圧をＶＢとし、
　上記第１画素および上記第２画素においてある階調として第２階調を一定期間表示する
ときの、
　　上記第Ｊフレームにおいて上記第１画素に入力されるソース電圧をＶＡ’とし、
　　上記第Ｊフレームにおいて上記第２画素に入力されるソース電圧をＶＣとし、
　ＶＡ＝ＶＡ’となるような上記第１階調および上記第２階調において、ＶＢ＞ＶＣとな
ることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１４】
　上記第１極性は、正極性であり、
　ＶＡ＝ＶＡ’となるような上記第１階調および上記第２階調において、上記第１階調は
上記第２階調より大きいことを特徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　上記第Ｉフレームと上記第Ｊフレームとは連続しており、
　上記第１画素および上記第２画素の画素電圧の極性は、それぞれ、２フレーム毎に反転
することを特徴とする請求項１０から１４のいずれか一項に記載の液晶表示装置。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１】

【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１０】

【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１５】

【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２０】

【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２４】
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【国際調査報告】
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摘要(译)

为了实现其中引入电压的补偿是适当的液晶显示装置。 当显示一定的灰
度时，像素电压的有效值在N帧周期内变化，并且在第i帧（1≤i≤N）中包
括具有不同有效值的第一像素和第二像素， 第i帧的第一像素具有正极
性，第{{N / 2 after}}帧的第二像素具有负极性，第j帧的第一像素
（1≤j≤N，i≠j） 像素的极性不同于第j帧中的第二像素的极性{之后的N / 
2}，并且当显示第一灰度时，显示第i帧中的第一像素的源极电压
（VD）。 在VA中，第i个{N / 2之后}帧中的第二像素的源电压（VD）为
VB，并且当第j个帧中的第一像素具有正极性时，显示第二灰度。 当VC
是第j帧中第二个像素的源电压（VD）时{N / 2 after}当第j帧中第一个像
素的源电压（VD）为VA时，VB和VC为 不一样
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